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店
お
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ま
き
で
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よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。
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お届けします！！お届けします！！
ををを錦町錦町 商品券商品券よかばい

お届けします！！

令和2年8月1日において、町内に住民票がある方全員に

←「のぼり旗」が目印！！

×5枚 ×5枚

８月上旬から順次お届けします。
（郵送の都合により、お手元に届くまで、2週間程度かかる場合があります）

よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。

地域店用
広域店用
地域店兼用

使用期間　令和２年10月31日（土）まで
【商品券の配布に関するお問い合わせ】　
　　錦町企画観光課（☎38-4419）
【商品券の利用に関するお問い合わせ】　
　　錦町商工会（☎38-0009）

Nishiki　Topics　　　
　木上小に 100 万円寄付
　球磨工生３人に感謝状
　農業担い手支援給付金

―

元
気
に
明
る
く
前
を
向
く
　ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に―

Photo Report　令和 2 年 7 月豪雨

特集　終戦 75 年　―平和を願う―
戦争を知る最後の世代から若い世代へ。今、伝えたいこと。



※農地・道路・橋梁などの被害状況
　については、現在、調査中です。

町内全域にわたって、河川・水路からの越水、宅地・住居への浸水、がけ崩れ、道路陥没・崩落・冠水などが発生
固定電話・インターネット回線が一時不通
町内小中学校臨時休校（7 月 6 日～10 日）

国土交通省提供

令和２年7月豪雨
被災された皆さまにおかれましては、心からお見舞い申し上げます。

避難者数 出動した消防団員数

使用した土のうの数

住宅の被害状況（R2.7.17 現在）

球磨川一武観測所の水位計7 月 3 日　17：00　自主避難所開設
　　　　　23：41　土砂災害警戒情報発表
　　　　　23：57　避難勧告発令
7 月 4 日 　 4：50　熊本県に大雨特別警報
　　　　　  5：06　避難指示（緊急）発令
　　　    　 8：23　球磨川で氾濫が発生（人吉市中青井町）
　　　　　17：54　球磨川で氾濫が発生（人吉市中神町） ※氾濫警戒水位（警戒レベル4相当）4.50ｍ 

月　日 　 人　数        世帯数
7 月 3 日

7 月 4 日

7 月 5 日

7 月 6 日

7 月 7 日

140

33

30

34

140

33

30

34

月　日 　    人　数 

約 6,000 袋

7 月 4 日

7 月 5 日

7 月 6 日

7月7日～12日

181

83

62

のべ 116

181

83

62

のべ 116

区　分             戸　数
床上浸水

床下浸水

    計

62

63

125

62

63

125

56

13

14

14

月　日       時　刻       水位 (ｍ)
7 月 3 日

7 月 4 日

23：00

0：30

4：00

7：00

1.73

2.07

4.72

5.99

Pho t o　Repo r t

ご支援　ありがとうございました。 炊き出し・差し入れ・物資提供など　7/13現在　（順不同・敬称略）

（企業・団体など）
レストラン庄屋
(株 ) ヒライ
錦町商工会
セブクマネットワーク (株 )
虎コーポレーション (株 )
自衛隊
住友生命保険相互会社
(株 ) キャップドゥ

酒井物産 (株 )
えびちゃん
日本コカ・コーラ
錦町社会福祉協議会
球磨酪農組合
日本製紙 (株 ) 八代工場
(株 ) ゼンリン
全国農業会議所

宮崎県高原町
球磨地域農業協同組合
HITOYOSHI( 株 )
( 株 ) シャルレ
錦ライオンズクラブ
(株 ) 地域科学研究所

（個人）
池上　清馬
柳瀬　正州
原口　義信
三好　伸明
岩野　貴紀
永峰　文隆

7/14 以降にご支援いただいた方々につきましては、次号掲載予定です。

くま川鉄道
大谷川

平岩地区

浜川地区

錦中央線

球磨川

錦大橋

2広報錦  2020 年 8 月号



※農地・道路・橋梁などの被害状況
　については、現在、調査中です。

町内全域にわたって、河川・水路からの越水、宅地・住居への浸水、がけ崩れ、道路陥没・崩落・冠水などが発生
固定電話・インターネット回線が一時不通
町内小中学校臨時休校（7 月 6 日～10 日）

国土交通省提供

令和２年7月豪雨
被災された皆さまにおかれましては、心からお見舞い申し上げます。

避難者数 出動した消防団員数

使用した土のうの数

住宅の被害状況（R2.7.17 現在）

球磨川一武観測所の水位計7 月 3 日　17：00　自主避難所開設
　　　　　23：41　土砂災害警戒情報発表
　　　　　23：57　避難勧告発令
7 月 4 日 　 4：50　熊本県に大雨特別警報
　　　　　  5：06　避難指示（緊急）発令
　　　    　 8：23　球磨川で氾濫が発生（人吉市中青井町）
　　　　　17：54　球磨川で氾濫が発生（人吉市中神町） ※氾濫警戒水位（警戒レベル4相当）4.50ｍ 

月　日 　 人　数        世帯数
7 月 3 日

7 月 4 日

7 月 5 日

7 月 6 日

7 月 7 日

140

33

30

34

140

33

30

34

月　日 　    人　数 

約 6,000 袋

7 月 4 日

7 月 5 日

7 月 6 日

7月7日～12日

181

83

62

のべ 116

181

83

62

のべ 116

区　分             戸　数
床上浸水

床下浸水

    計

62

63

125

62

63

125

56

13

14

14

月　日       時　刻       水位 (ｍ)
7 月 3 日

7 月 4 日

23：00

0：30

4：00

7：00

1.73

2.07

4.72

5.99

Pho t o　Repo r t

ご支援　ありがとうございました。 炊き出し・差し入れ・物資提供など　7/13現在　（順不同・敬称略）

（企業・団体など）
レストラン庄屋
(株 ) ヒライ
錦町商工会
セブクマネットワーク (株 )
虎コーポレーション (株 )
自衛隊
住友生命保険相互会社
(株 ) キャップドゥ

酒井物産 (株 )
えびちゃん
日本コカ・コーラ
錦町社会福祉協議会
球磨酪農組合
日本製紙 (株 ) 八代工場
(株 ) ゼンリン
全国農業会議所

宮崎県高原町
球磨地域農業協同組合
HITOYOSHI( 株 )
( 株 ) シャルレ
錦ライオンズクラブ
(株 ) 地域科学研究所

（個人）
池上　清馬
柳瀬　正州
原口　義信
三好　伸明
岩野　貴紀
永峰　文隆

7/14 以降にご支援いただいた方々につきましては、次号掲載予定です。

くま川鉄道
大谷川

平岩地区

浜川地区

錦中央線

球磨川

錦大橋

3 広報錦  2020 年 8 月号



「
国
の
た
め
に
」「
最
後
の
予
科
練
と
し
て
」

 

若
杉
豊
氏
は
、
「
国
の
た
め
に
」
と
予
科
練
を

志
願
し
、
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。

配
属
さ
れ
た
分
隊
は
84
分
隊
5
班
で
、
班
長
は

西
山
上
飛
曹
だ
っ
た
。

　24
期
生
の
殆
ど
は
訓
練
を
開
始
し
て
す
ぐ
に

鹿
屋
海
軍
航
空
隊
へ
派
遣
さ
れ
、
若
杉
氏
も
防

空
陣
地
構
築
の
た
め
塹
壕
掘
削
に
従
事
し
た
。

　入
隊
か
ら
4
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

た
3
月
18
日
。
突
然
、
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
が

空
襲
を
受
け
、
84
分
隊
6
班
の
班
長
が
爆
死
し

た
。　こ

の
翌
日
に
84
分
隊
は
人
吉
海
軍
航
空
隊
へ

移
動
を
開
始
し
、
若
杉
氏
の
班
は
4
月
9
日
に

汽
車
で
移
動
し
た
。

　な
ぜ
、
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
だ
け
が
人
吉

へ
移
動
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
履
修
学
位
の
制

度
上
、
乙
種
と
甲
種
の
2
種
が
鹿
児
島
海
軍
航

空
隊
に
所
属
す
る
練
習
生
の
大
半
を
占
め
て
い

た
が
、
お
互
い
練
習
期
間
も
学
年
も
差
が
あ
っ

た
た
め
、
し
ば
し
ば
衝
突
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
甲
種
は
福
岡
県
に
あ
る
小
富
士
海
軍
航
空

隊
へ
、
乙
種
は
人
吉
へ
と
分
け
ら
れ
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
24
期
生
は
、
入
隊
し
て
4
カ
月
近

く
で
人
吉
へ
移
動
し
た
。
「
人
吉
は
と
に
か
く

山
の
中
に
あ
る
な
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

　移
動
し
て
練
習
を
行
う
間
も
な
く
、
松
根
油

（
※
1
）
を
取
り
出
す
た
め
に
必
要
な
松
の
根

を
掘
り
出
す
作
業
に
駆
り
だ
さ
れ
た
。

 

一
日
の
日
程
は
、
起
床
の
後
に
壕
（
安
全
の
た

め
寝
泊
ま
り
は
地
下
壕
施
設
で
行
わ
れ
て
い

た
。
）
か
ら
徒
歩
で
兵
舎
へ
向
か
う
。
こ
こ
で

朝
食
を
取
り
、
そ
の
後
は
夕
刻
ま
で
松
根
の
掘

削
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
兵
舎
で
夕

食
を
取
り
壕
へ
帰
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
食

事
は
、
玄
米
の
ほ
か
に
副
食
と
し
て
「
ウ
ド
」

が
提
供
さ
れ
た
。

 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
作
業
が
過
酷
な
た
め
、
餓

死
者
が
続
出
す
る
事
態
に
発
展
し
、
遺
骨
を
届

け
た
班
長
が
遺
族
の
訴
え
で
軍
法
会
議
に
か
け

ら
れ
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

八
代
か
ら
冷
凍
の
「
イ
カ
」
を
輸
送
し
、
煮
物

と
し
て
提
供
さ
れ
た
。

　ま
た
、
田
植
え
の
時
期
に
な
る
と
壕
の
近
く

の
農
家
へ
応
援
に
出
さ
れ
、
白
米
を
ご
馳
走
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
に
つ
い

て
「
山
で
ワ
ラ
ビ
や
山
芋
を
食
べ
て
い
た
が
、

銀
シ
ャ
リ
は
と
て
も
旨
か
っ
た
」
と
回
想
し
て

い
る
。

鹿児島海軍航空隊の兵舎前で記念撮影した同期生の写真

人吉基地の配置を語る中島氏

予科練時代の履歴書。
秘匿扱いだったため、人吉の文字はない。

特集　終戦７５年 平和を願う

特
集

　終
戦
75
年

　平
和
を
願
う

　
戦
争
を
知
る
最
後
の
世
代
か
ら
若
い
世
代
へ
。
今
、
伝
え
た
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
福
岡
隊
員
が
、
人
吉
海
軍
航
空
隊
に
所
属
し
て
い
た
３
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

人吉海軍航空隊に移動した鹿児島海軍航空隊乙飛24期
　昭
和
19
年
（
1
9
4
4
）
10
月
に

行
わ
れ
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
沖

海
戦
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
日
本
海
軍

の
艦
艇
は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

こ
の
危
機
的
な
戦
局
で
、
同
年
12
月

に
日
本
最
後
の
乙
種
飛
行
予
科
練
習

生
24
期
生
総
勢
8
0
0
0
人
以
上
が
、

鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。

　昭和18年10月1日、鹿児島海軍航空隊に約4300名
の甲飛13期前期生が入隊した。

 

あ
る
時
は
、
両
親
が
大
分
か
ら
面
会
に
来
て
、

作
業
の
合
間
に
お
は
ぎ
を
食
べ
た
事
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
空
襲
は
続
き
、
5
月

に
は
生
活
の
拠
点
が
、
地
上
の
兵
舎
か
ら
地
下

の
兵
舎
壕
へ
移
さ
れ
た
。
兵
舎
壕
に
は
2
段

ベ
ッ
ド
が
据
え
付
け
て
あ
り
、
若
杉
氏
は
上
段

を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
よ
く
天
井
に
頭

を
ぶ
つ
け
る
程
、
窮
屈
な
造
り
だ
っ
た
。

　6
月
に
は
、
人
吉
海

軍
航
空
隊
か
ら
佐
世
保

海
兵
団
へ
移
動
し
て
、

終
戦
ま
で
寺
で
過
ご
す

事
に
な
っ
た
。
そ
ん
な

若
杉
氏
は
「
戦
争
は
、

人
の
運
命
を
左
右
し
、

人
も
ど
う
な
る
か
全
く

わ
か
ら
な
い
。
可
能
な

限
り
、
今
後
を
生
き
る

若
い
世
代
に
も
私
の
体

験
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。 

「
訓
練
の
日
々
、そ
れ
で
も
特
攻
へ
」

　中
島
恭
司
氏
は
、
大
分
県
の
旧
制
中
津
中
学

よ
り
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
、
42
分
隊

に
配
属
さ
れ
た
。
起
床
時
、
航
空
隊
司
令
の
飛

田
健
次
郎
大
佐
か
ら
「
貴
様
ら
が
抜
け
と
る
か

ら
「
虎
」
部
隊
の
練
習
機
が
先
に
訓
練
し
と
る

ぞ
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
て

も
厳
し
い
上
官
の
一
人
だ
っ
た
が
、
命
に
関
わ

る
生
活
の
中
で
、
気
の
ゆ
る
み
が
な
い
よ
う

に
、
指
導
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　飛
田
大
佐
は
、
と
て
も
厳
し
か
っ
た
が
、
練
習

生
や
部
下
に
慕
わ
れ
た
人
物
で
、
奇
跡
の
生
還
を

果
た
し
た
駆
逐
艦
「
雪
風
」
の
艦
長
も
勤
め
た
経

歴
が
あ
る
。
そ
ん
な
司
令
の
指
導
の
下
に
訓
練
を

重
ね
て
い
た
が
、
戦
況
が
日
本
側
に
圧
倒
的
に
不

利
と
な
っ
た
昭
和
19
年
（
1
9
4
4
）
夏
前
、
操

縦
課
程
に
選
ば
れ
た
中
島
氏
を
含
め
た
1
2
0
名

が
、
兵
士
の
不
足
に
よ
り
一
年
を
経
過
せ
ず
3
カ

月
早
く
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
。

　中
島
氏
は
「
飛
行
練
習
生
39
期
」
の
艦
上
爆

撃
機
の
操
縦
員
と
し
て
、
鹿
児
島
市
に
近
い
国

分
海
軍
航
空
隊
で
1
ペ
ア
6
名
の
分
隊
で
訓
練

を
行
っ
た
。
国
分
か
ら
桜
島
ま
で
グ
ラ
イ
ダ
ー

で
訓
練
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
食
事
で
は

増
加
食
（
※
5
）
の
係
を
し
て
い
て
、
時
々

「
銀
バ
イ
」
（
※
6
）
を
よ
く
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。

　5
カ
月
ほ
ど
訓
練
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和

20
年
（
1
9
4
5
）
1
月
4
日
に
国
分
で
の
課

程
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
同
期
生
1
2
0
名

が
集
め
ら
れ
た
。
約
80
名
が
「
お
前
は
長
男

か
、
次
男
か
」
と
質
問
を
受
け
た
後
、
一
歩
前

へ
進
む
よ
う
指
示
さ
れ
、
半
分
ぐ
ら
い
が
前
に

出
た
。
「
後
で
考
え
た
ら
特
別
攻
撃
隊
の
養
成

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
」
と
回
想
す
る
。
こ
の
時
に

編
成
さ
れ
た
の
が
中
島
氏
が
入
隊
し
た
「
乾
龍

隊
」
と
「
坤
龍
隊
」
の
2
隊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
44

名
と
30
数
名
だ
っ
た
。

　選
定
を
経
て
、
訓
練
基
地
を
移
動
す
る
と
伝

え
ら
れ
た
。
移
動
先
は
伝
え
ら
れ
ず
、
「
台
湾

の
虎
尾
基
地
か
な
？
」
と
考
え
て
い
た
が
、
汽

車
で
移
動
し
到
着
し
て
気
が
つ
い
た
ら
人
吉
海

軍
航
空
隊
だ
っ
た
と
い
う
。
人
吉
の
最
初
の
印

象
に
つ
い
て
「
飛
行
場
が
山
の
中
で
、
駅
か
ら

か
な
り
遠
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　到
着
し
て
す
ぐ
に
、
赤
と
ん
ぼ
（
※
7
）
に

乗
り
、
夜
間
飛
行
や
特
殊
飛
行
で
急
旋
回
や
反

転
、
急
反
転
、
急
降
下
の
訓
練
を
早
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
行
っ
て
い
た
。
飛
行
訓
練
を
し
て
い

な
い
昼
間
は
、
上
空
か
ら
飛
行
場
が
集
落
に
見

え
る
よ
う
に
家
の
形
を
し
た
ダ
ミ
ー
（
※
8
）

を
羅
列
し
た
。

　中
島
氏
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
宿
舎
は
、
山
の
中

の
杉
林
に
あ
り
、
牛
肉
や
特
別
な
食
事
が
振
舞

わ
れ
た
。

編隊を組む赤とんぼ
大分県別府市の
ご自宅前にて

「
死
と
隣
り
合
わ
せ
」

 

工
藤
末
雄
氏
は
85
分
隊
5
班
に
所
属
し
、
鹿
児

島
海
軍
航
空
隊
で
訓
練
中
、
84
分
隊
と
同
様
に

人
吉
海
軍
航
空
隊
へ
移
動
し
た
。

　主
な
作
業
は
飛
行
場
に
着
陸
す
る
航
空
機
の

移
動
と
松
根
掘
削
作
業
だ
っ
た
。

　飛
行
場
で
は
、
零
戦
や
艦
上
爆
撃
機
な
ど
特
攻

機
が
し
ば
し
ば
着
陸
し
、
尾
翼
が
浮
き
上
が
ら
な

い
よ
う
尾
翼
に
乗
っ
て
、
掩
体
壕
（
※
2
）
ま
で

誘
導
し
た
。
作
業
場
所
付
近
に
は
陸
軍
兵
器
工
廠

（
※
3
）
が
あ
り
、
防
空
壕
内
で
手
榴
弾
と
擲
弾

筒
（
※
4
）
を
製
造
し
て
い
た
。

　あ
る
時
、
防
空
壕
の
外
の
広
場
で
擲
弾
筒
の

試
射
を
行
っ
た
所
、
暴
発
し
て
立
ち
会
っ
た
士

官
が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

え
ん
た
い
ご
う

て
き
だ
ん

と
う

こ
う
し
ょ
う

ゆ
き
か
ぜ

ぞ
う     

か   

し
ょ
く

け
ん
り
ゅ
う

た
い

こ
ん
り
ゅ
う
た
い

こ       

び

乾坤一滴…高ん原で過ごした
    特攻隊員が語る昭和20年…

けんこんいってき

中島氏が乗る予定だった九九式艦上爆撃機

し
ょ
う
こ
ん
ゆ 

1

84
分
隊
5
班
：
若
杉 

豊
氏

（
91
才
：
大
分
県
別
府
市
在
住
）
の
証
言

3

42
分
隊
：
中
島 

恭
司
氏 

（
93
才
：
大
分
県
在
住
）
の
証
言

2
85
分
隊
5
班
：
工
藤 

末
雄
氏

（
大
分
県
在
住
）
の
証
言

4広報錦  2020 年 8 月号



「
国
の
た
め
に
」「
最
後
の
予
科
練
と
し
て
」

 

若
杉
豊
氏
は
、
「
国
の
た
め
に
」
と
予
科
練
を

志
願
し
、
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。

配
属
さ
れ
た
分
隊
は
84
分
隊
5
班
で
、
班
長
は

西
山
上
飛
曹
だ
っ
た
。

　24
期
生
の
殆
ど
は
訓
練
を
開
始
し
て
す
ぐ
に

鹿
屋
海
軍
航
空
隊
へ
派
遣
さ
れ
、
若
杉
氏
も
防

空
陣
地
構
築
の
た
め
塹
壕
掘
削
に
従
事
し
た
。

　入
隊
か
ら
4
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

た
3
月
18
日
。
突
然
、
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
が

空
襲
を
受
け
、
84
分
隊
6
班
の
班
長
が
爆
死
し

た
。　こ

の
翌
日
に
84
分
隊
は
人
吉
海
軍
航
空
隊
へ

移
動
を
開
始
し
、
若
杉
氏
の
班
は
4
月
9
日
に

汽
車
で
移
動
し
た
。

　な
ぜ
、
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
だ
け
が
人
吉

へ
移
動
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
履
修
学
位
の
制

度
上
、
乙
種
と
甲
種
の
2
種
が
鹿
児
島
海
軍
航

空
隊
に
所
属
す
る
練
習
生
の
大
半
を
占
め
て
い

た
が
、
お
互
い
練
習
期
間
も
学
年
も
差
が
あ
っ

た
た
め
、
し
ば
し
ば
衝
突
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
甲
種
は
福
岡
県
に
あ
る
小
富
士
海
軍
航
空

隊
へ
、
乙
種
は
人
吉
へ
と
分
け
ら
れ
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
24
期
生
は
、
入
隊
し
て
4
カ
月
近

く
で
人
吉
へ
移
動
し
た
。
「
人
吉
は
と
に
か
く

山
の
中
に
あ
る
な
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

　移
動
し
て
練
習
を
行
う
間
も
な
く
、
松
根
油

（
※
1
）
を
取
り
出
す
た
め
に
必
要
な
松
の
根

を
掘
り
出
す
作
業
に
駆
り
だ
さ
れ
た
。

 

一
日
の
日
程
は
、
起
床
の
後
に
壕
（
安
全
の
た

め
寝
泊
ま
り
は
地
下
壕
施
設
で
行
わ
れ
て
い

た
。
）
か
ら
徒
歩
で
兵
舎
へ
向
か
う
。
こ
こ
で

朝
食
を
取
り
、
そ
の
後
は
夕
刻
ま
で
松
根
の
掘

削
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
兵
舎
で
夕

食
を
取
り
壕
へ
帰
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
食

事
は
、
玄
米
の
ほ
か
に
副
食
と
し
て
「
ウ
ド
」

が
提
供
さ
れ
た
。

 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
作
業
が
過
酷
な
た
め
、
餓

死
者
が
続
出
す
る
事
態
に
発
展
し
、
遺
骨
を
届

け
た
班
長
が
遺
族
の
訴
え
で
軍
法
会
議
に
か
け

ら
れ
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

八
代
か
ら
冷
凍
の
「
イ
カ
」
を
輸
送
し
、
煮
物

と
し
て
提
供
さ
れ
た
。

　ま
た
、
田
植
え
の
時
期
に
な
る
と
壕
の
近
く

の
農
家
へ
応
援
に
出
さ
れ
、
白
米
を
ご
馳
走
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
に
つ
い

て
「
山
で
ワ
ラ
ビ
や
山
芋
を
食
べ
て
い
た
が
、

銀
シ
ャ
リ
は
と
て
も
旨
か
っ
た
」
と
回
想
し
て

い
る
。

鹿児島海軍航空隊の兵舎前で記念撮影した同期生の写真

人吉基地の配置を語る中島氏

予科練時代の履歴書。
秘匿扱いだったため、人吉の文字はない。

特集　終戦７５年 平和を願う

特
集

　終
戦
75
年

　平
和
を
願
う

　
戦
争
を
知
る
最
後
の
世
代
か
ら
若
い
世
代
へ
。
今
、
伝
え
た
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
福
岡
隊
員
が
、
人
吉
海
軍
航
空
隊
に
所
属
し
て
い
た
３
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

人吉海軍航空隊に移動した鹿児島海軍航空隊乙飛24期
　昭
和
19
年
（
1
9
4
4
）
10
月
に

行
わ
れ
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
沖

海
戦
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
日
本
海
軍

の
艦
艇
は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

こ
の
危
機
的
な
戦
局
で
、
同
年
12
月

に
日
本
最
後
の
乙
種
飛
行
予
科
練
習

生
24
期
生
総
勢
8
0
0
0
人
以
上
が
、

鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。

　昭和18年10月1日、鹿児島海軍航空隊に約4300名
の甲飛13期前期生が入隊した。

 

あ
る
時
は
、
両
親
が
大
分
か
ら
面
会
に
来
て
、

作
業
の
合
間
に
お
は
ぎ
を
食
べ
た
事
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
空
襲
は
続
き
、
5
月

に
は
生
活
の
拠
点
が
、
地
上
の
兵
舎
か
ら
地
下

の
兵
舎
壕
へ
移
さ
れ
た
。
兵
舎
壕
に
は
2
段

ベ
ッ
ド
が
据
え
付
け
て
あ
り
、
若
杉
氏
は
上
段

を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
よ
く
天
井
に
頭

を
ぶ
つ
け
る
程
、
窮
屈
な
造
り
だ
っ
た
。

　6
月
に
は
、
人
吉
海

軍
航
空
隊
か
ら
佐
世
保

海
兵
団
へ
移
動
し
て
、

終
戦
ま
で
寺
で
過
ご
す

事
に
な
っ
た
。
そ
ん
な

若
杉
氏
は
「
戦
争
は
、

人
の
運
命
を
左
右
し
、

人
も
ど
う
な
る
か
全
く

わ
か
ら
な
い
。
可
能
な

限
り
、
今
後
を
生
き
る

若
い
世
代
に
も
私
の
体

験
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。 

「
訓
練
の
日
々
、そ
れ
で
も
特
攻
へ
」

　中
島
恭
司
氏
は
、
大
分
県
の
旧
制
中
津
中
学

よ
り
鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
、
42
分
隊

に
配
属
さ
れ
た
。
起
床
時
、
航
空
隊
司
令
の
飛

田
健
次
郎
大
佐
か
ら
「
貴
様
ら
が
抜
け
と
る
か

ら
「
虎
」
部
隊
の
練
習
機
が
先
に
訓
練
し
と
る

ぞ
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
て

も
厳
し
い
上
官
の
一
人
だ
っ
た
が
、
命
に
関
わ

る
生
活
の
中
で
、
気
の
ゆ
る
み
が
な
い
よ
う

に
、
指
導
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　飛
田
大
佐
は
、
と
て
も
厳
し
か
っ
た
が
、
練
習

生
や
部
下
に
慕
わ
れ
た
人
物
で
、
奇
跡
の
生
還
を

果
た
し
た
駆
逐
艦
「
雪
風
」
の
艦
長
も
勤
め
た
経

歴
が
あ
る
。
そ
ん
な
司
令
の
指
導
の
下
に
訓
練
を

重
ね
て
い
た
が
、
戦
況
が
日
本
側
に
圧
倒
的
に
不

利
と
な
っ
た
昭
和
19
年
（
1
9
4
4
）
夏
前
、
操

縦
課
程
に
選
ば
れ
た
中
島
氏
を
含
め
た
1
2
0
名

が
、
兵
士
の
不
足
に
よ
り
一
年
を
経
過
せ
ず
3
カ

月
早
く
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
。

　中
島
氏
は
「
飛
行
練
習
生
39
期
」
の
艦
上
爆

撃
機
の
操
縦
員
と
し
て
、
鹿
児
島
市
に
近
い
国

分
海
軍
航
空
隊
で
1
ペ
ア
6
名
の
分
隊
で
訓
練

を
行
っ
た
。
国
分
か
ら
桜
島
ま
で
グ
ラ
イ
ダ
ー

で
訓
練
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
食
事
で
は

増
加
食
（
※
5
）
の
係
を
し
て
い
て
、
時
々

「
銀
バ
イ
」
（
※
6
）
を
よ
く
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。

　5
カ
月
ほ
ど
訓
練
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和

20
年
（
1
9
4
5
）
1
月
4
日
に
国
分
で
の
課

程
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
同
期
生
1
2
0
名

が
集
め
ら
れ
た
。
約
80
名
が
「
お
前
は
長
男

か
、
次
男
か
」
と
質
問
を
受
け
た
後
、
一
歩
前

へ
進
む
よ
う
指
示
さ
れ
、
半
分
ぐ
ら
い
が
前
に

出
た
。
「
後
で
考
え
た
ら
特
別
攻
撃
隊
の
養
成

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
」
と
回
想
す
る
。
こ
の
時
に

編
成
さ
れ
た
の
が
中
島
氏
が
入
隊
し
た
「
乾
龍

隊
」
と
「
坤
龍
隊
」
の
2
隊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
44

名
と
30
数
名
だ
っ
た
。

　選
定
を
経
て
、
訓
練
基
地
を
移
動
す
る
と
伝

え
ら
れ
た
。
移
動
先
は
伝
え
ら
れ
ず
、
「
台
湾

の
虎
尾
基
地
か
な
？
」
と
考
え
て
い
た
が
、
汽

車
で
移
動
し
到
着
し
て
気
が
つ
い
た
ら
人
吉
海

軍
航
空
隊
だ
っ
た
と
い
う
。
人
吉
の
最
初
の
印

象
に
つ
い
て
「
飛
行
場
が
山
の
中
で
、
駅
か
ら

か
な
り
遠
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　到
着
し
て
す
ぐ
に
、
赤
と
ん
ぼ
（
※
7
）
に

乗
り
、
夜
間
飛
行
や
特
殊
飛
行
で
急
旋
回
や
反

転
、
急
反
転
、
急
降
下
の
訓
練
を
早
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
行
っ
て
い
た
。
飛
行
訓
練
を
し
て
い

な
い
昼
間
は
、
上
空
か
ら
飛
行
場
が
集
落
に
見

え
る
よ
う
に
家
の
形
を
し
た
ダ
ミ
ー
（
※
8
）

を
羅
列
し
た
。

　中
島
氏
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
宿
舎
は
、
山
の
中

の
杉
林
に
あ
り
、
牛
肉
や
特
別
な
食
事
が
振
舞

わ
れ
た
。

編隊を組む赤とんぼ
大分県別府市の
ご自宅前にて

「
死
と
隣
り
合
わ
せ
」

 

工
藤
末
雄
氏
は
85
分
隊
5
班
に
所
属
し
、
鹿
児

島
海
軍
航
空
隊
で
訓
練
中
、
84
分
隊
と
同
様
に

人
吉
海
軍
航
空
隊
へ
移
動
し
た
。

　主
な
作
業
は
飛
行
場
に
着
陸
す
る
航
空
機
の

移
動
と
松
根
掘
削
作
業
だ
っ
た
。

　飛
行
場
で
は
、
零
戦
や
艦
上
爆
撃
機
な
ど
特
攻

機
が
し
ば
し
ば
着
陸
し
、
尾
翼
が
浮
き
上
が
ら
な

い
よ
う
尾
翼
に
乗
っ
て
、
掩
体
壕
（
※
2
）
ま
で

誘
導
し
た
。
作
業
場
所
付
近
に
は
陸
軍
兵
器
工
廠

（
※
3
）
が
あ
り
、
防
空
壕
内
で
手
榴
弾
と
擲
弾

筒
（
※
4
）
を
製
造
し
て
い
た
。

　あ
る
時
、
防
空
壕
の
外
の
広
場
で
擲
弾
筒
の

試
射
を
行
っ
た
所
、
暴
発
し
て
立
ち
会
っ
た
士

官
が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

え
ん
た
い
ご
う

て
き
だ
ん

と
う

こ
う
し
ょ
う

ゆ
き
か
ぜ

ぞ
う     

か   

し
ょ
く

け
ん
り
ゅ
う

た
い

こ
ん
り
ゅ
う
た
い

こ       

び

乾坤一滴…高ん原で過ごした
    特攻隊員が語る昭和20年…

けんこんいってき

中島氏が乗る予定だった九九式艦上爆撃機

し
ょ
う
こ
ん
ゆ 

1

84
分
隊
5
班
：
若
杉 

豊
氏

（
91
才
：
大
分
県
別
府
市
在
住
）
の
証
言

3

42
分
隊
：
中
島 

恭
司
氏 

（
93
才
：
大
分
県
在
住
）
の
証
言

2
85
分
隊
5
班
：
工
藤 

末
雄
氏

（
大
分
県
在
住
）
の
証
言
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　人
吉
地
域
は
、
崖
が
多
く
下
降
気
流
が
全
体
的

に
流
れ
て
い
た
の
で
飛
行
し
に
く
い
場
所
で
あ
っ

た
。
特
に
ア
号
燃
料
（
※
9
）
で
飛
行
し
て
い
た

時
は
、
機
体
の
姿
勢
維
持
に
苦
労
し
た
。

　あ
る
時
、
早
朝
に
中
島
氏
は
川
辺
川
付
近
を

北
上
し
て
飛
行
中
、
人
吉
高
等
女
学
校
に
さ
し

か
か
り
、
女
子
生
徒
が
朝
礼
の
た
め
に
集
合
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
延
々
と
低
空
で
上
空
を
旋

回
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
飛
行
訓
練
終
了
後
、
司

令
が
「
誰
が
女
学
校
を
攻
撃
す
る
よ
う
な
飛
行

を
行
っ
た
の
か
！
」
と
怒
っ
て
い
て
、
同
僚
の
隊

員
か
ら
「
お
前
、
司
令
の
と
こ
ろ
に
い
け
」
と
言

わ
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
反
抗

的
に
考
え
、
応
じ
な
か
っ
た
。

　ま
た
、
高
ん
原
上
空
に
さ
し
か
か
っ
た
際
は
、

放
牧
し
て
あ
っ
た
牛
を
2
0
0
m
の
低
空
飛
行
で

散
々
追
い
廻
し
た
こ
と
も
あ
り
、
訓
練
中
に
も
楽

し
み
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

　人
吉
海
軍
航
空
基
地
で
は
、
風
向
き
は
一
定

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ペ
ア
を
組
ん
で
い
た
同
郷
出

身
の
予
備
学
生
の
偵
察
員
が
風
向
き
を
読
み
違
え

た
た
め
に
、
着
陸
体
勢
に
入
っ
て
い
た
練
習
機
と

正
面
衝
突
の
寸
前
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

れ
に
は
帰
っ
て
す
ぐ
に
司
令
か
ら
激
怒
さ
れ
た
。

毎
日
い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
後
に
な
っ
て
実
感
し
た
。

　3
月
18
日
に
艦
載
機
が
来
襲
し
た
時
は
、
飛

行
場
に
国
分
基
地
で
教
官
だ
っ
た
士
官
が
、
零

戦
で
燃
料
補
給
の
た
め
に
着
陸
し
た
。
八
代
で

被
弾
し
て
「
や
ら
れ
た
け
ど
、
俺
も
や
っ
つ
け

た
よ
」
と
空
中
戦
の
激
し
さ
を
語
っ
た
。

　5
月
に
2
回
目
の
空
襲
が
行
わ
れ
た
際
は
、

格
納
庫
が
炎
上
し
、
練
習
機
の
横
に
置
か
れ
て

い
た
ア
号
燃
料
の
ド
ラ
ム
缶
に
機
銃
の
弾
が
当

た
り
、
大
爆
発
を
起
し
た
。
全
て
の
ド
ラ
ム
缶

が
爆
発
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
勢
い
を
増
す

炎
の
中
、
全
隊
員
総
出
で
残
る
ド
ラ
ム
缶
を

1
0
0
m
先
の
崖
下
の
洞
窟
に
移
し
隠
し
た
。 

操縦訓練を行う赤とんぼ
松根油製造の様子

終戦後撮影の乙種 24 期生の集合写真

特集　終戦７５年 平和を願う

　人
吉
海
軍
航
空
隊
を
離
れ
た
の
は
、
昭
和
20

年
の
4
月
頃
だ
っ
た
。
全
2
区
隊
編
成
の
編
隊

を
組
ん
で
、
2
区
隊
の
操
縦
員
と
し
て
福
岡
県

の
雁
ノ
巣
飛
行
場
に
移
動
し
た
。

　そ
の
後
、
香
川
県
の
観
音
寺
海
軍
航
空
隊
に

移
動
し
て
、
艦
艇
を
使
用
し
た
急
降
下
爆
撃
訓

練
を
行
っ
た
。
訓
練
は
夜
間
に
行
わ
れ
、
夜
通

し
爆
弾
を
投
下
す
る
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
こ

の
訓
練
で
は
同
期
生
が
海
に
突
入
し
て
殉
職
す

る
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
中
島
氏
の
特

攻
隊
は
大
分
海
軍
航
空
隊
へ
移
動
し
、
訓
練
を

行
っ
て
い
る
中
で
終
戦
を
迎
え
た
。

 

8
月
15
日
当
日
は
、
夜
間
の
訓
練
が
終
了
し
、

宿
舎
で
睡
眠
を
取
っ
て
い
た
。
中
津
留
達
雄
大

尉
を
主
体
と
し
た
宇
垣
纏
中
将
の
特
攻
出
撃
が

夕
刻
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
気
が
つ
か
な
い

程
、
深
い
眠
り
だ
っ
た
。
過
酷
な
訓
練
の
毎
日

で
、
誰
も
が
疲
れ
切
っ
て
い
た
。

　後
に
知
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
島
氏
に
特
攻

出
撃
命
令
が
下
る
、
ま
さ
に
、
直
前
の
こ
と

だ
っ
た
。

　毎
日
が
「
死
」
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
々
の

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　仲
間
が
命
を
落
と
し
た
り
、
負
傷
し
た
り
し
た
こ
と
や
訓

練
、
作
業
、
食
事
の
話
な
ど
を
通
し
て
「
国
の
た
め
」
に
自
分

が
あ
っ
た
こ
と
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境
の
中
で

み
ん
な
が
必
死
だ
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　75
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
記
憶
を
た
ど
り
、
ポ
ツ
リ

ポ
ツ
リ
と
上
官
か
ら
怒
ら
れ
た
話
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え

な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
私
た
ち
を
含

め
て
次
の
世
代
へ
、
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぐ
た
め
記
録
に
残
す

こ
と
が
、
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
錦
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　福
岡
幸
博
）

＝脚注＝
※1「松根油」：戦争末期になると、航空機の燃料が不足したので、　 
　　代用品として松の根を使用した油が作られはじめ、全国で松の
　　根を掘ることが推奨された。
※2「掩体壕」：航空機を敵の飛行機の攻撃から隠すために建設された、
　　爆弾にも耐える格納庫。天井が無く、コの字型になった「無蓋
　　掩体壕」というものがあった。
※3「兵器工廠」：兵器を生産する工場のこと。人吉海軍航空隊では「海
　　軍工廠」が置かれた。
※4「擲弾筒」：主に、陸軍の兵士が使用する兵器。筒の中に入れて、
　　紐を引っ張ると発射する仕組み。
※5「増加食」：高高度や長時間飛行する隊員のために、低気圧で胃
　　腸のガスがたまらないように工夫された食料。
※6「銀バイ」：食堂や調理場から食べ物を盗むこと。度胸試しに海
　　軍の航空兵の間で盛んに行われていた。
※7「赤とんぼ」：九三式中間練習機の愛称。中島氏によると、人吉
　　海軍航空隊では、翼と胴体が見える部分は濃緑色で、裏になる
　　下部分はオレンジ色だった。また、尾翼に「ヒト」という航空
　　隊所属機を表す文字が書かれていた。
※8「ダミー」: 飛行場の建設設計を行っていた施設部隊が、高さ 3ｍ、
　　横 4ｍの大きさで、台車を付けて、屋根を付けた簡素な物だった。
※9「ア号燃料」：アルコールを使用した燃料で、非常に燃料の効率
　　が悪かった。戦後、高ん原や木上地区にドラム缶が保管されて
　　いたが、地元住民がお酒の代わりに飲み、死者が発生した。

体
験
談･

資
料
収
集
の
お
知
ら
せ

　本
年
の
8
月
15
日
で
、
太
平
洋
戦
争
が
終
戦
し
て

75
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
年
々
、
戦
争
を
体
験
さ

れ
た
方
々
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
る
中
、
錦
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
は
、
当
時
の
錦
町
の
様
子
を
記
録
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　町
内
在
住
の
方
の
「
あ
の
地
区
で
こ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
」
「
こ
う
い
う
食
事
を
し
た
」
「
こ
ん
な

出
来
事
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　さ
ら
に
、
戦
前
、
戦
時
中
、
戦
後
の
出
版
物
、
戦

争
に
ま
つ
わ
る
物
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
企
画
観

光
課
（
3
8
-4
4
1
9
）
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
福
岡
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

が
ん    

の     

す 訓
練
に
つ
い
て

最
初
の
空
襲

人
吉
を
離
れ
て
終
戦
ま
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ふ
り
か
え
っ
て
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放
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0
0
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の
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空
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で
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も
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り
、
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中
に
も
楽
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み
を
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う
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航
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は
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も
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は
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に
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に
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よ
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と
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た
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に
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了
し
、

宿
舎
で
睡
眠
を
取
っ
て
い
た
。
中
津
留
達
雄
大

尉
を
主
体
と
し
た
宇
垣
纏
中
将
の
特
攻
出
撃
が

夕
刻
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
気
が
つ
か
な
い

程
、
深
い
眠
り
だ
っ
た
。
過
酷
な
訓
練
の
毎
日

で
、
誰
も
が
疲
れ
切
っ
て
い
た
。

　後
に
知
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
島
氏
に
特
攻

出
撃
命
令
が
下
る
、
ま
さ
に
、
直
前
の
こ
と

だ
っ
た
。

　毎
日
が
「
死
」
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
々
の

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　仲
間
が
命
を
落
と
し
た
り
、
負
傷
し
た
り
し
た
こ
と
や
訓

練
、
作
業
、
食
事
の
話
な
ど
を
通
し
て
「
国
の
た
め
」
に
自
分

が
あ
っ
た
こ
と
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境
の
中
で

み
ん
な
が
必
死
だ
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　75
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
記
憶
を
た
ど
り
、
ポ
ツ
リ

ポ
ツ
リ
と
上
官
か
ら
怒
ら
れ
た
話
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え

な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
私
た
ち
を
含

め
て
次
の
世
代
へ
、
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぐ
た
め
記
録
に
残
す

こ
と
が
、
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
錦
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　福
岡
幸
博
）

＝脚注＝
※1「松根油」：戦争末期になると、航空機の燃料が不足したので、　 
　　代用品として松の根を使用した油が作られはじめ、全国で松の
　　根を掘ることが推奨された。
※2「掩体壕」：航空機を敵の飛行機の攻撃から隠すために建設された、
　　爆弾にも耐える格納庫。天井が無く、コの字型になった「無蓋
　　掩体壕」というものがあった。
※3「兵器工廠」：兵器を生産する工場のこと。人吉海軍航空隊では「海
　　軍工廠」が置かれた。
※4「擲弾筒」：主に、陸軍の兵士が使用する兵器。筒の中に入れて、
　　紐を引っ張ると発射する仕組み。
※5「増加食」：高高度や長時間飛行する隊員のために、低気圧で胃
　　腸のガスがたまらないように工夫された食料。
※6「銀バイ」：食堂や調理場から食べ物を盗むこと。度胸試しに海
　　軍の航空兵の間で盛んに行われていた。
※7「赤とんぼ」：九三式中間練習機の愛称。中島氏によると、人吉
　　海軍航空隊では、翼と胴体が見える部分は濃緑色で、裏になる
　　下部分はオレンジ色だった。また、尾翼に「ヒト」という航空
　　隊所属機を表す文字が書かれていた。
※8「ダミー」: 飛行場の建設設計を行っていた施設部隊が、高さ 3ｍ、
　　横 4ｍの大きさで、台車を付けて、屋根を付けた簡素な物だった。
※9「ア号燃料」：アルコールを使用した燃料で、非常に燃料の効率
　　が悪かった。戦後、高ん原や木上地区にドラム缶が保管されて
　　いたが、地元住民がお酒の代わりに飲み、死者が発生した。

体
験
談･

資
料
収
集
の
お
知
ら
せ

　本
年
の
8
月
15
日
で
、
太
平
洋
戦
争
が
終
戦
し
て

75
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
年
々
、
戦
争
を
体
験
さ

れ
た
方
々
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
る
中
、
錦
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
は
、
当
時
の
錦
町
の
様
子
を
記
録
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　町
内
在
住
の
方
の
「
あ
の
地
区
で
こ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
」
「
こ
う
い
う
食
事
を
し
た
」
「
こ
ん
な

出
来
事
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　さ
ら
に
、
戦
前
、
戦
時
中
、
戦
後
の
出
版
物
、
戦

争
に
ま
つ
わ
る
物
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
企
画
観

光
課
（
3
8
-4
4
1
9
）
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
福
岡
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

が
ん    

の     

す 訓
練
に
つ
い
て

最
初
の
空
襲

人
吉
を
離
れ
て
終
戦
ま
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ふ
り
か
え
っ
て
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錦
町
と
相
良
村
に
造
ら
れ
た
広
大
な
地
下

施
設
の
数
々
を
平
和
を
考
え
る
場
と
し
て
ど

う
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
錦
町
、
九
州
経
済
調
査
協
会
、
西
日
本

新
聞
社
主
催
）
が
２
月
10
日
、
福
岡
市
天
神

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２
部
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
前
半
は
安
藤
広
道
氏
（
慶
応
義
塾
大

学
文
学
部
教
授
）
に
よ
る
講
演
、
後
半
は
パ

ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
）

　
歴
史
は
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
が
過
去
の
出

来
事
を
評
価
す
る
た
め
、
語
る
側
の
目
線
に

よ
っ
て
様
々
な
歴
史
が
語
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
実
は
、
歴
史
は
正
解
が
な
い
不
完
全
な
も

の
で
す
。
戦
争
遺
跡
は
形
の
な
い
歴
史
を
現
実

の
も
の
と
し
て
認
識
さ
せ
、
よ
り
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
あ
た
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
国
や
文
化
な
ど
の
違
い
に
よ
る
と

ら
え
方
の
「
異
な
る
歴
史
」
と
の
対
話
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
語
る
歴
史
が
い
か
に
完
全
で

な
い
か
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

様
な
「
異
な
る
歴
史
」
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、

対
話
を
通
し
て
様
々
な
解
釈
に
触
れ
る
こ
と
で

自
身
と
自
身
の
語
る
歴
史
を
見
つ
め
直
し
て
広

い
視
野
で
自
身
の
考
え
や
行
動
を
律
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
へ
の
向
き
合
い
方
を
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
学
者
、
テ
ッ
サ
・
モ
ー

リ
ス
＝
ス
ズ
キ
は
「
歴
史
へ
の
真
摯
さ
」
と

呼
び
ま
し
た
。
自
身
の
語
る
歴
史
が
唯
一
の

正
し
い
歴
史
で
あ
る
と
い
う
思
い
込
み
は
誤

解
や
対
立
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
欧
米
で
は
歴
史
は
多
様
で
あ
る
と
、
中
学

や
高
校
で
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
遺
跡

に
は
歴
史
を
学
ぶ
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
異
な
る
歴
史
」
に
ふ
れ
あ
い
、
対

話
す
る
場
に
し
「
歴
史
へ
の
向
き
合
い
方
を

学
ぶ
場
」
に
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

特集　終戦７５年 平和を願う

「
山
の
中
の
海
軍
の
ま
ち
」

　
　〜
熊
本
県
錦
町
の
戦
争
遺
跡
を
ど
う
生
か
す
か
〜

　
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
安
藤
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
＊

（
安
藤
）
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
る
中
、

若
者
を
含
め
広
く
戦
争
の
歴
史
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考

え
て
い
き
ま
す
。

（
竹
内
）
戦
争
の
風
化
は
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
２
０
１
４
年
、
神
奈
川
県
か
ら
長
崎

県
に
修
学
旅
行
に
訪
れ
た
中
学
生
が
被
爆
者

の
語
り
部
に
「
死
に
ぞ
こ
な
い
」
と
暴
言
を

吐
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
22
年
度
か
ら
主
権
者
教
育
を
中

心
と
し
た
「
公
共
」
が
必
修
科
目
に
な
る
代

わ
り
に
、
戦
争
と
平
和
を
正
面
か
ら
扱
っ
て

き
た
「
現
代
社
会
」
が
な
く
な
り
ま
す
。
今

後
、
修
学
旅
行
な
ど
平
和
学
習
が
一
層
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

（
平
本
）
「
戦
争
遺
跡
」
か
ら
一
番
縁
遠
い

世
代
は
ど
ん
な
人
か
考
え
た
と
き
に
、
思
い

つ
く
の
は
私
た
ち
の
よ
う
な
子
育
て
中
の
母

親
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

　
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
に
「
ひ
み
つ
基
地

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
愛
称
を
付
け
た
の
は
、
若

い
家
族
が
ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
、
戦

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

平
和
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

重
要
性
増
す
平
和
学
習

多
様
な
歴
史
　

対
話
が
必
要
不
可
欠

安
藤
広
道
氏
の
基
調
講
演

争
や
平
和
の
話
を
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
愛
称
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
は
伝
わ
ら

な
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
幼
い
子
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
が
ひ
み
つ
基

地
の
の
ぼ
り
を
見
て
や
っ
て
来
て
、
「
こ
の

愛
称
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
来
な
か
っ
た
。
と
て

も
い
い
施
設
で
す
ね
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
命
名
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
武
田
）
僕
は
３
頭
身
の
か
わ
い
い
登
場
人

物
で
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
パ
ラ
オ
の
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
を
舞
台
に
し
た
漫
画
を
描
い
て
い

ま
す
。

　
15
年
、
当
時
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
慰
霊

訪
問
で
そ
の
島
を
知
り
、
生
還
兵
の
方
に
も

何
度
も
お
話
し
を
聞
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

　
批
判
は
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
は
戦
争
を
詳

し
く
知
っ
て
い
る
方
々
に
向
け
て
で
は
な

く
、
戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
人
た
ち
、
知
る

機
会
の
な
い
人
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
、
今
の
表
現
方
法
を
選
び
ま
し
た
。

　　
戦
後
75
年
が
た
ち
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
た

方
々
が
少
な
く
な
り
、
戦
争
の
風
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
戦
争

を
知
ら
な
い
若
い
世
代
へ
歴
史
を
ど
う
引
き
継

ぐ
か
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
75
年
が
た
っ
た

今
、
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
問
題
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
平
本
氏
は
資
料
館
の
名
称
か
ら
、
武

田
氏
は
漫
画
の
表
現
方
法
で
、
若
い
世
代
が
戦

争
や
平
和
に
触
れ
る
機
会
・
入
り
口
を
広
げ
て

い
ま
す
。
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
戦

争
を
知
ら
な
い
、
触
れ
る
き
っ
か
け
の
な
い

方
々
に
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
り
ま
す
。

　
世
代
に
関
係
な
く
、
資
料
館
・
戦
跡
で
地
元

の
歴
史
に
触
れ
、
み
ん
な
で
対
話
す
る
場
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
木
上
地
区
に
は
太
平
洋
戦
争
中
に
建
設
さ

れ
た
地
下
施
設
が
、
姿
を
変
え
ず
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
地
下
施
設
で
ガ
イ
ド
に
よ
る
当
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
く
と
一
層
リ
ア
ル
に
戦
時
中
の

様
子
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

慶応義塾大学
文学部教授

安藤　広道氏

太刀洗平和記念館
館長

山本　孝氏

日本修学旅行協会
理事長

竹内　秀一氏

ひみつ基地ミュージアム
副館長

平本　真子氏
漫画家

武田　一義氏

終
わ
り
に

230人が参加したシンポジウムの様子

錦町立　人吉海軍航空基地資料館

ひみつ基地ミュージアム

問合せ　人吉海軍航空基地資料館　☎28-8080

地下壕ではガイドから説明を聞くことが出来ます。 展示スペースには、約100点の資料が展示されています。

ミュージアムの新しい顔「赤とんぼ」
完成予想イラスト　今年度内に展示予定です。

地下壕で魚雷の模型（実物大）を見ることができます。
（約５メートル）
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錦
町
と
相
良
村
に
造
ら
れ
た
広
大
な
地
下

施
設
の
数
々
を
平
和
を
考
え
る
場
と
し
て
ど

う
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
錦
町
、
九
州
経
済
調
査
協
会
、
西
日
本

新
聞
社
主
催
）
が
２
月
10
日
、
福
岡
市
天
神

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２
部
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
前
半
は
安
藤
広
道
氏
（
慶
応
義
塾
大

学
文
学
部
教
授
）
に
よ
る
講
演
、
後
半
は
パ

ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
）

　
歴
史
は
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
が
過
去
の
出

来
事
を
評
価
す
る
た
め
、
語
る
側
の
目
線
に

よ
っ
て
様
々
な
歴
史
が
語
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
実
は
、
歴
史
は
正
解
が
な
い
不
完
全
な
も

の
で
す
。
戦
争
遺
跡
は
形
の
な
い
歴
史
を
現
実

の
も
の
と
し
て
認
識
さ
せ
、
よ
り
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
あ
た
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
国
や
文
化
な
ど
の
違
い
に
よ
る
と

ら
え
方
の
「
異
な
る
歴
史
」
と
の
対
話
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
語
る
歴
史
が
い
か
に
完
全
で

な
い
か
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

様
な
「
異
な
る
歴
史
」
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、

対
話
を
通
し
て
様
々
な
解
釈
に
触
れ
る
こ
と
で

自
身
と
自
身
の
語
る
歴
史
を
見
つ
め
直
し
て
広

い
視
野
で
自
身
の
考
え
や
行
動
を
律
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
へ
の
向
き
合
い
方
を
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
学
者
、
テ
ッ
サ
・
モ
ー

リ
ス
＝
ス
ズ
キ
は
「
歴
史
へ
の
真
摯
さ
」
と

呼
び
ま
し
た
。
自
身
の
語
る
歴
史
が
唯
一
の

正
し
い
歴
史
で
あ
る
と
い
う
思
い
込
み
は
誤

解
や
対
立
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
欧
米
で
は
歴
史
は
多
様
で
あ
る
と
、
中
学

や
高
校
で
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
遺
跡

に
は
歴
史
を
学
ぶ
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
異
な
る
歴
史
」
に
ふ
れ
あ
い
、
対

話
す
る
場
に
し
「
歴
史
へ
の
向
き
合
い
方
を

学
ぶ
場
」
に
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

特集　終戦７５年 平和を願う

「
山
の
中
の
海
軍
の
ま
ち
」

　
　〜
熊
本
県
錦
町
の
戦
争
遺
跡
を
ど
う
生
か
す
か
〜

　
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
安
藤
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
＊

（
安
藤
）
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
る
中
、

若
者
を
含
め
広
く
戦
争
の
歴
史
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考

え
て
い
き
ま
す
。

（
竹
内
）
戦
争
の
風
化
は
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
２
０
１
４
年
、
神
奈
川
県
か
ら
長
崎

県
に
修
学
旅
行
に
訪
れ
た
中
学
生
が
被
爆
者

の
語
り
部
に
「
死
に
ぞ
こ
な
い
」
と
暴
言
を

吐
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
22
年
度
か
ら
主
権
者
教
育
を
中

心
と
し
た
「
公
共
」
が
必
修
科
目
に
な
る
代

わ
り
に
、
戦
争
と
平
和
を
正
面
か
ら
扱
っ
て

き
た
「
現
代
社
会
」
が
な
く
な
り
ま
す
。
今

後
、
修
学
旅
行
な
ど
平
和
学
習
が
一
層
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

（
平
本
）
「
戦
争
遺
跡
」
か
ら
一
番
縁
遠
い

世
代
は
ど
ん
な
人
か
考
え
た
と
き
に
、
思
い

つ
く
の
は
私
た
ち
の
よ
う
な
子
育
て
中
の
母

親
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

　
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
に
「
ひ
み
つ
基
地

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
愛
称
を
付
け
た
の
は
、
若

い
家
族
が
ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
、
戦

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

平
和
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

重
要
性
増
す
平
和
学
習

多
様
な
歴
史
　

対
話
が
必
要
不
可
欠

安
藤
広
道
氏
の
基
調
講
演

争
や
平
和
の
話
を
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
愛
称
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
は
伝
わ
ら

な
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
幼
い
子
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
が
ひ
み
つ
基

地
の
の
ぼ
り
を
見
て
や
っ
て
来
て
、
「
こ
の

愛
称
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
来
な
か
っ
た
。
と
て

も
い
い
施
設
で
す
ね
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
命
名
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
武
田
）
僕
は
３
頭
身
の
か
わ
い
い
登
場
人

物
で
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
パ
ラ
オ
の
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
を
舞
台
に
し
た
漫
画
を
描
い
て
い

ま
す
。

　
15
年
、
当
時
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
慰
霊

訪
問
で
そ
の
島
を
知
り
、
生
還
兵
の
方
に
も

何
度
も
お
話
し
を
聞
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

　
批
判
は
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
は
戦
争
を
詳

し
く
知
っ
て
い
る
方
々
に
向
け
て
で
は
な

く
、
戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
人
た
ち
、
知
る

機
会
の
な
い
人
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
、
今
の
表
現
方
法
を
選
び
ま
し
た
。

　　
戦
後
75
年
が
た
ち
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
た

方
々
が
少
な
く
な
り
、
戦
争
の
風
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
戦
争

を
知
ら
な
い
若
い
世
代
へ
歴
史
を
ど
う
引
き
継

ぐ
か
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
75
年
が
た
っ
た

今
、
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
問
題
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
平
本
氏
は
資
料
館
の
名
称
か
ら
、
武

田
氏
は
漫
画
の
表
現
方
法
で
、
若
い
世
代
が
戦

争
や
平
和
に
触
れ
る
機
会
・
入
り
口
を
広
げ
て

い
ま
す
。
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
戦

争
を
知
ら
な
い
、
触
れ
る
き
っ
か
け
の
な
い

方
々
に
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
り
ま
す
。

　
世
代
に
関
係
な
く
、
資
料
館
・
戦
跡
で
地
元

の
歴
史
に
触
れ
、
み
ん
な
で
対
話
す
る
場
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
木
上
地
区
に
は
太
平
洋
戦
争
中
に
建
設
さ

れ
た
地
下
施
設
が
、
姿
を
変
え
ず
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
地
下
施
設
で
ガ
イ
ド
に
よ
る
当
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
く
と
一
層
リ
ア
ル
に
戦
時
中
の

様
子
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

慶応義塾大学
文学部教授

安藤　広道氏

太刀洗平和記念館
館長

山本　孝氏

日本修学旅行協会
理事長

竹内　秀一氏

ひみつ基地ミュージアム
副館長

平本　真子氏
漫画家

武田　一義氏

終
わ
り
に

230人が参加したシンポジウムの様子

錦町立　人吉海軍航空基地資料館

ひみつ基地ミュージアム

問合せ　人吉海軍航空基地資料館　☎28-8080

地下壕ではガイドから説明を聞くことが出来ます。 展示スペースには、約100点の資料が展示されています。

ミュージアムの新しい顔「赤とんぼ」
完成予想イラスト　今年度内に展示予定です。

地下壕で魚雷の模型（実物大）を見ることができます。
（約５メートル）
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各行事の中止のお知らせ
　皆さまが楽しみにしていた各行事が、中止となります。
　ご理解とご協力をお願いします。

　7月15日現在で中止が決定しているのは、上記のとお
りです。その他の行事は検討中です。
　決定後、お知らせします。

行事名 　　　　　 　当初開催予定日

分館対抗
バレーボール大会

にしき夏祭り

分館対抗
グラウンド・ゴルフ大会

町民体育祭

ふるさと祭り

錦町文化祭

8月30日(日)
               →【中止】
9月(未定)
               →【中止】
10月4日(日)
               →【中止】
10月18日(日)
               →【中止】
10月31日(土)～11月1日(日)
               →【中止】
11月15日(日)
               →【中止】

　　　金融機関名
球磨地域農業協同組合
肥後銀行
ゆうちょ銀行

支店・支所
錦支所

人吉支店

口座番号
0143839
1952420

名　義

錦町災害義援金　錦町長　森本　完一
(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ ﾆｼｷﾁｮｳﾁｮｳ ﾓﾘﾓﾄ ｶﾝｲﾁ)

錦町災害義援金　(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ)

種別
普通
普通

00910-4-211435

感謝状を受け取った大洲さん、福田さん、淵田さん

球磨工高生３人 高齢者を救助
優しい心と勇気ある行動に感謝状

　
6
月
23
日
、球
磨
工
業
高
校
校
長

室
で
、西
大
王
三
条
の
福
田
竜
己
さ

ん
、一
武
別
府
の
淵
田
隼
人
さ
ん
、一

武
原
田
川
の
大
洲
翔
斗
さ
ん（
い
ず

れ
も
機
械
科
1
年
生
）の
3
人
に
人

吉
下
球
磨
消
防
組
合
深
江
政
友
消
防

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

3
人
は
6
月
1
日
放
課
後
、自
転
車

で
帰
宅
中
、人
吉
市
内
で
転
倒
し
た

高
齢
者
を
救
助
し
、救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
介
抱
。発
見
が
遅
れ
た
ら

重
症
化
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま

し
た
が
、病
院
に
搬
送
さ
れ
無
事
で

し
た
。と
っ
さ
の
判
断
で
救
助
し
、適

切
な
処
置
を
施
し
た
3
人
の
優
し
い

心
と
勇
気
あ
る
行
動
を
た
た
え
ま
す
。

右から税所さん、西川さん、左は吉村さん

錦町農業担い手支援給付金
計画承認通知書交付式

　
6
月
10
日
、役
場
応
接
室
で
錦
町

農
業
担
い
手
支
援
給
付
金
の
計
画
承

認
通
知
書
交
付
式
が
開
催
さ
れ
、西

川
貴
史
さ
ん（
西
中
福
良
）、税
所
万

翔
さ
ん（
一
武
狩
政
）、吉
村
謙
臣
さ
ん

（
一
武
山
仁
田
）の
3
人
に
森
本
町
長
か

ら
計
画
承
認
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、認
定
農
業
者
を

目
指
す
就
農
者
に
対
し
、就
農
日
か

ら
最
長
5
年
間
、1
経
営
体
あ
た
り

年
間
最
大
75
万
円
を
給
付
。平
成
30

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で

10
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
認

定
さ
れ
た
3
人
は
、給
付
金
を
用
い
て

経
営
規
模
の
拡
大
や
加
工
品
の
製
造

な
ど
を
行
い
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

木上小へ１００万円寄付
教育環境の充実に活用します

金子校長に寄付金を渡す児玉さん（右）

　
6
月
19
日
、
木
上
小
校
長
室
に

て
、
児
玉
奉
文
さ
ん
（
77
歳
＝
あ
さ

ぎ
り
町
免
田
東
）
か
ら
1
0
0
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
児
玉
さ
ん
は
、
錦
町
木
上
平
良
出

身
で
、
木
上
小
学
校
を
昭
和
29
年
度

に
卒
業
。
昨
年
ま
で
、
国
道
2
1
9

号
沿
い
で
児
玉
石
油
（
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
）
を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
出

身
校
へ
の
恩
返
し
と
し
て
寄
付
。

　
金
子
圭
校
長
は
「
木
上
小
に
対
す

る
深
い
愛
情
に
感
謝
し
、
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
活

き
活
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

問合せ　　農業委員会　　☎  3 8 -14 8 5

問合せ　　総務課　　☎  3 8 -1111

Nishiki  Topics

濁流に身震い、大災害
　今回の豪雨により、被災されました皆さまに心より、お見舞い申し上げます。
　7月3日から4日早朝、線状降水帯により降り続いた雨は、あっという間に増水し、球磨川と川辺川、鳩胸
川が合流する付近ではバックウォーターにより氾濫し、誘致企業ゼンカイミートの1階が浸水。小纚川付近
では、堤防を越流した濁流が、くま川鉄道を越え、肥後西村駅周辺住宅を襲い、その勢いは、上流にある浜
川地区や上下十日市地区、由留木地区などに迫り、多くの家屋が浸水しました。
　町全体では、床上62戸、床下63戸（7/17現在）の住宅浸水被害を始め、道路、林道、河川、農地の冠水
など激甚的な被害を受けました。まだ、全体的な被害状況をつかめていませんが、今後、調査が進むにつれ
詳細が分かってきますので、住宅復旧を含めしっかりと対応してまいります。
　ところで、7月20日、今回の豪雨に対する各区の対応について報告会を開きましたが、多くの区におい
て、自主防災組織の機能が働いていなかったことが判明しました。これから台風シーズンに入りますので、
今回の対応への検証を含め各区、各集落で話し合い、行動計画の是非をお願いします。今回、多くの方のボ
ランティア活動をいただきました。被災されました方々にとってどれだけ有難く、そして力強く思われたこ
とでしょう。本当にありがたいことです。

暑い夏、新型コロナ第2波、商品券配布
　梅雨が明ければ、暑い夏がやってきます。また、新型コロナウイルスの感染も拡大し、危機感を強めてい
かなければなりません。皆さまには、健康に充分注意され、マスク着用や手洗いなど、これまでの行動を油
断なくお願いします。
　追伸：新型コロナウイルスの影響により消費が冷え込んでいますので、生活支援および消費拡大として町
民一人当たり5千円の商品券を配布します。8月中には各ご家庭に届きます。ご利用ください。

町 長 の 声

新しい農業委員が決定しました
　農地に関する事や農業経営、農業者年金についてなどお気軽にご相談ください。
　　　　農業委員

　　　　深水　勇治（一武覚井）　担当区：10・16区
　　　　任期：令和2年7月1日～令和4年3月31日

令和2年 7月豪雨災害義援金口座を開設しました
　被災者支援を目的とした錦町災害義援金口座を開設しました。
　球磨川をはじめとする河川の氾濫により、家屋の床上・床下浸水、道路・橋の陥没・崩落・損壊、土砂
崩れなどの甚大な被害が発生しています。被災された方々の生活再建のため、皆さまの温かいご支援をお
願いします。
【義援金の振込口座】※振込手数料が必要となる場合があります。各金融機関へお問い合わせください。

こ さで
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各行事の中止のお知らせ
　皆さまが楽しみにしていた各行事が、中止となります。
　ご理解とご協力をお願いします。

　7月15日現在で中止が決定しているのは、上記のとお
りです。その他の行事は検討中です。
　決定後、お知らせします。

行事名 　　　　　 　当初開催予定日

分館対抗
バレーボール大会

にしき夏祭り

分館対抗
グラウンド・ゴルフ大会

町民体育祭

ふるさと祭り

錦町文化祭

8月30日(日)
               →【中止】
9月(未定)
               →【中止】
10月4日(日)
               →【中止】
10月18日(日)
               →【中止】
10月31日(土)～11月1日(日)
               →【中止】
11月15日(日)
               →【中止】

　　　金融機関名
球磨地域農業協同組合
肥後銀行
ゆうちょ銀行

支店・支所
錦支所

人吉支店

口座番号
0143839
1952420

名　義

錦町災害義援金　錦町長　森本　完一
(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ ﾆｼｷﾁｮｳﾁｮｳ ﾓﾘﾓﾄ ｶﾝｲﾁ)

錦町災害義援金　(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ)

種別
普通
普通

00910-4-211435

感謝状を受け取った大洲さん、福田さん、淵田さん

球磨工高生３人 高齢者を救助
優しい心と勇気ある行動に感謝状

　
6
月
23
日
、球
磨
工
業
高
校
校
長

室
で
、西
大
王
三
条
の
福
田
竜
己
さ

ん
、一
武
別
府
の
淵
田
隼
人
さ
ん
、一

武
原
田
川
の
大
洲
翔
斗
さ
ん（
い
ず

れ
も
機
械
科
1
年
生
）の
3
人
に
人

吉
下
球
磨
消
防
組
合
深
江
政
友
消
防

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

3
人
は
6
月
1
日
放
課
後
、自
転
車

で
帰
宅
中
、人
吉
市
内
で
転
倒
し
た

高
齢
者
を
救
助
し
、救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
介
抱
。発
見
が
遅
れ
た
ら

重
症
化
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま

し
た
が
、病
院
に
搬
送
さ
れ
無
事
で

し
た
。と
っ
さ
の
判
断
で
救
助
し
、適

切
な
処
置
を
施
し
た
3
人
の
優
し
い

心
と
勇
気
あ
る
行
動
を
た
た
え
ま
す
。

右から税所さん、西川さん、左は吉村さん

錦町農業担い手支援給付金
計画承認通知書交付式

　
6
月
10
日
、役
場
応
接
室
で
錦
町

農
業
担
い
手
支
援
給
付
金
の
計
画
承

認
通
知
書
交
付
式
が
開
催
さ
れ
、西

川
貴
史
さ
ん（
西
中
福
良
）、税
所
万

翔
さ
ん（
一
武
狩
政
）、吉
村
謙
臣
さ
ん

（
一
武
山
仁
田
）の
3
人
に
森
本
町
長
か

ら
計
画
承
認
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、認
定
農
業
者
を

目
指
す
就
農
者
に
対
し
、就
農
日
か

ら
最
長
5
年
間
、1
経
営
体
あ
た
り

年
間
最
大
75
万
円
を
給
付
。平
成
30

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で

10
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
認

定
さ
れ
た
3
人
は
、給
付
金
を
用
い
て

経
営
規
模
の
拡
大
や
加
工
品
の
製
造

な
ど
を
行
い
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

木上小へ１００万円寄付
教育環境の充実に活用します

金子校長に寄付金を渡す児玉さん（右）

　
6
月
19
日
、
木
上
小
校
長
室
に

て
、
児
玉
奉
文
さ
ん
（
77
歳
＝
あ
さ

ぎ
り
町
免
田
東
）
か
ら
1
0
0
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
児
玉
さ
ん
は
、
錦
町
木
上
平
良
出

身
で
、
木
上
小
学
校
を
昭
和
29
年
度

に
卒
業
。
昨
年
ま
で
、
国
道
2
1
9

号
沿
い
で
児
玉
石
油
（
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
）
を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
出

身
校
へ
の
恩
返
し
と
し
て
寄
付
。

　
金
子
圭
校
長
は
「
木
上
小
に
対
す

る
深
い
愛
情
に
感
謝
し
、
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
活

き
活
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

問合せ　　農業委員会　　☎  3 8 -14 8 5

問合せ　　総務課　　☎  3 8 -1111

Nishiki  Topics

濁流に身震い、大災害
　今回の豪雨により、被災されました皆さまに心より、お見舞い申し上げます。
　7月3日から4日早朝、線状降水帯により降り続いた雨は、あっという間に増水し、球磨川と川辺川、鳩胸
川が合流する付近ではバックウォーターにより氾濫し、誘致企業ゼンカイミートの1階が浸水。小纚川付近
では、堤防を越流した濁流が、くま川鉄道を越え、肥後西村駅周辺住宅を襲い、その勢いは、上流にある浜
川地区や上下十日市地区、由留木地区などに迫り、多くの家屋が浸水しました。
　町全体では、床上62戸、床下63戸（7/17現在）の住宅浸水被害を始め、道路、林道、河川、農地の冠水
など激甚的な被害を受けました。まだ、全体的な被害状況をつかめていませんが、今後、調査が進むにつれ
詳細が分かってきますので、住宅復旧を含めしっかりと対応してまいります。
　ところで、7月20日、今回の豪雨に対する各区の対応について報告会を開きましたが、多くの区におい
て、自主防災組織の機能が働いていなかったことが判明しました。これから台風シーズンに入りますので、
今回の対応への検証を含め各区、各集落で話し合い、行動計画の是非をお願いします。今回、多くの方のボ
ランティア活動をいただきました。被災されました方々にとってどれだけ有難く、そして力強く思われたこ
とでしょう。本当にありがたいことです。

暑い夏、新型コロナ第2波、商品券配布
　梅雨が明ければ、暑い夏がやってきます。また、新型コロナウイルスの感染も拡大し、危機感を強めてい
かなければなりません。皆さまには、健康に充分注意され、マスク着用や手洗いなど、これまでの行動を油
断なくお願いします。
　追伸：新型コロナウイルスの影響により消費が冷え込んでいますので、生活支援および消費拡大として町
民一人当たり5千円の商品券を配布します。8月中には各ご家庭に届きます。ご利用ください。

町 長 の 声

新しい農業委員が決定しました
　農地に関する事や農業経営、農業者年金についてなどお気軽にご相談ください。
　　　　農業委員

　　　　深水　勇治（一武覚井）　担当区：10・16区
　　　　任期：令和2年7月1日～令和4年3月31日

令和2年 7月豪雨災害義援金口座を開設しました
　被災者支援を目的とした錦町災害義援金口座を開設しました。
　球磨川をはじめとする河川の氾濫により、家屋の床上・床下浸水、道路・橋の陥没・崩落・損壊、土砂
崩れなどの甚大な被害が発生しています。被災された方々の生活再建のため、皆さまの温かいご支援をお
願いします。
【義援金の振込口座】※振込手数料が必要となる場合があります。各金融機関へお問い合わせください。

こ さで
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問合せ　住民福祉課　☎  3 8 -1112

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

児童扶養手当について

☆現在受給中の方は現況届の提出を！！☆

児童扶養手当とは
　ひとり親家庭などの生活安定と自立を支援し、児童の福祉の増進を図る目的で支給される制度です。
　日本国内に住所があって、次の要件に当てはまる18歳以下（18歳到達の年度末日）の児童（一定の障が
いがあるときは、20歳未満）を監護している母、監護し、かつ生計を同じくしている父、または養育して
いる方に支給されます。

受給資格
１　父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童
２　父または母が死亡した児童
３　父または母が重度の障がい（国民年金の障害年金1級相当）の状態にある児童
４　父または母の生死が明らかでない児童
５　父または母が１年以上遺棄している児童
６　父または母が裁判所からのＤＶ防止法の規定による保護命令を受けた児童
７　父または母が法令により１年以上拘禁されている児童
８　母が婚姻によらないで妊娠した児童
９　母が児童を妊娠した当時の事情が不明である児童

※次のいずれかに該当するときは、手当は支給されません。
１　児童が日本国内に住所を有していないとき
２　対象児童が児童福祉施設に入所または里親に委託されているとき　
３　児童が父母と生計を同じくしているとき（父または母が重度の障がいの状態にある場合を除く）
４　父母が婚姻または事実上の婚姻関係（同居など内縁関係を含む）にあるとき
５　父母、養育者、または児童が日本国内に住所を有していないとき

公的年金給付等の受給による支給の制限　　※遺族年金、障害年金、老齢年金、遺族補償など
　公的年金（※）を受給する場合であっても、児童扶養手当が受給できる可能性があります。
　詳しくは住民福祉課までお尋ねください。

手当月額（令和２年度）
１　全部支給　４３，１６０円
２　一部支給　４３，１５０円　～　１０，１８０円
３　対象児童２人以上のとき、児童１人増えるごとに加算があります。

※手当の額は、受給者や受給者と生計を同じくする扶養義務者の前年の所得によって決まります。
※手当の支給は、原則６回（１月・３月・５月・７月・９月・11月）で、前月までの２ヶ月分を支給します。

特別障害者手当・障害児福祉手当について
　身体または知的・精神に重度の障がいがあり、日常生活において常に介護を必要とする在宅の方に対し
支給される手当です。手帳を取得されていなくても申請できます。
　なお、障がいの程度の認定は、原則として認定請求の際に診断書を提出いただき審査することになります。
　また、所得による支給制限があります。

特別障害者手当（20歳以上）
○手当額　月額 27,350 円（2月、5月、8月、11月にそれぞれ前月分までが支給されます。）
　※施設に入所している方、3ヶ月以上継続して入院している方には支給されません。

障害児福祉手当（20歳未満）
○手当額　月額 14,880 円（2月、5月、8月、11月にそれぞれ前月分までが支給されます。）
　　※施設に入所している方、障がいを理由とする年金を受給している方には支給されません。

●所得状況届及び現況届について
　8月に通知します所得状況届及び現況届は、支給要件の審査をするため年1回提出していただくものです。
届出期間（8月12日～9月11日）に提出がない場合、手当の支給が停止されますので、ご注意ください。

特別児童扶養手当について
●特別児童扶養手当とは
　20歳未満の身体又は知的・精神に中度以上の障がいのある児童を監護している父もしくは母、又は父母
に代わってその児童を養育している方（養育者）に対し支給される手当です。

●手当額
　手当の額は、児童1人につき以下のとおりです。（令和２年4月から）
  障がい等級 1 級の場合　月額 52,500 円
  障がい等級 2 級の場合　月額 34,970 円
　※手当は、4月、8月、11月にそれぞれ前月（11月は当月）までの4ケ月分が支給されます。
　※身体であれば、身体障がい者手帳1～3級（3級は一部）、知的であれば、療育手帳A1～B１程度が概
　　ね該当しますが、障がい程度の認定は、原則として認定請求の際に診断書を提出いただき審査するこ
　　ととなります。
　※手帳取得者に限りません。内部障がい（血液疾患、代謝疾患、悪性新生物等）により、手帳を取得できない
　　場合でも申請できますので、ご相談ください。

●所得状況届について
　8月に通知します所得状況届は、前年の所得の額によって、その年の8月から翌年の7月までの手当を支
給するかどうかを審査するため、年1回提出していただくものです。届出期間（8月12日～9月11日）に提
出がない場合、手当の支給が遅れる場合がありますので、ご注意ください。
　また、未提出のまま2年間経過すると「手当を受ける権利」がなくなります。

●所得制限
　受給者もしくはその配偶者、又は養育者の前年の所得が一定の額以上あるときは手当は支給されません。

　受給者（所得制限で全部支給停止の方も含む）は、毎年８月中に現況届を提出することになっています。
　この届は、受給者の資格審査及び所得審査を行い、その年の11月から翌年の10月までの１年間分の手当
支給額を決定するために必要です。
　該当の方へは、現況届に関する通知をお送りしますので、期限内に必ず手続きをしてください。なお、こ
の届出がない場合は、引き続き手当を受けることができなくなります。
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問合せ　住民福祉課　☎  3 8 -1112

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

児童扶養手当について

☆現在受給中の方は現況届の提出を！！☆

児童扶養手当とは
　ひとり親家庭などの生活安定と自立を支援し、児童の福祉の増進を図る目的で支給される制度です。
　日本国内に住所があって、次の要件に当てはまる18歳以下（18歳到達の年度末日）の児童（一定の障が
いがあるときは、20歳未満）を監護している母、監護し、かつ生計を同じくしている父、または養育して
いる方に支給されます。

受給資格
１　父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童
２　父または母が死亡した児童
３　父または母が重度の障がい（国民年金の障害年金1級相当）の状態にある児童
４　父または母の生死が明らかでない児童
５　父または母が１年以上遺棄している児童
６　父または母が裁判所からのＤＶ防止法の規定による保護命令を受けた児童
７　父または母が法令により１年以上拘禁されている児童
８　母が婚姻によらないで妊娠した児童
９　母が児童を妊娠した当時の事情が不明である児童

※次のいずれかに該当するときは、手当は支給されません。
１　児童が日本国内に住所を有していないとき
２　対象児童が児童福祉施設に入所または里親に委託されているとき　
３　児童が父母と生計を同じくしているとき（父または母が重度の障がいの状態にある場合を除く）
４　父母が婚姻または事実上の婚姻関係（同居など内縁関係を含む）にあるとき
５　父母、養育者、または児童が日本国内に住所を有していないとき

公的年金給付等の受給による支給の制限　　※遺族年金、障害年金、老齢年金、遺族補償など
　公的年金（※）を受給する場合であっても、児童扶養手当が受給できる可能性があります。
　詳しくは住民福祉課までお尋ねください。

手当月額（令和２年度）
１　全部支給　４３，１６０円
２　一部支給　４３，１５０円　～　１０，１８０円
３　対象児童２人以上のとき、児童１人増えるごとに加算があります。

※手当の額は、受給者や受給者と生計を同じくする扶養義務者の前年の所得によって決まります。
※手当の支給は、原則６回（１月・３月・５月・７月・９月・11月）で、前月までの２ヶ月分を支給します。

特別障害者手当・障害児福祉手当について
　身体または知的・精神に重度の障がいがあり、日常生活において常に介護を必要とする在宅の方に対し
支給される手当です。手帳を取得されていなくても申請できます。
　なお、障がいの程度の認定は、原則として認定請求の際に診断書を提出いただき審査することになります。
　また、所得による支給制限があります。

特別障害者手当（20歳以上）
○手当額　月額 27,350 円（2月、5月、8月、11月にそれぞれ前月分までが支給されます。）
　※施設に入所している方、3ヶ月以上継続して入院している方には支給されません。

障害児福祉手当（20歳未満）
○手当額　月額 14,880 円（2月、5月、8月、11月にそれぞれ前月分までが支給されます。）
　　※施設に入所している方、障がいを理由とする年金を受給している方には支給されません。

●所得状況届及び現況届について
　8月に通知します所得状況届及び現況届は、支給要件の審査をするため年1回提出していただくものです。
届出期間（8月12日～9月11日）に提出がない場合、手当の支給が停止されますので、ご注意ください。

特別児童扶養手当について
●特別児童扶養手当とは
　20歳未満の身体又は知的・精神に中度以上の障がいのある児童を監護している父もしくは母、又は父母
に代わってその児童を養育している方（養育者）に対し支給される手当です。

●手当額
　手当の額は、児童1人につき以下のとおりです。（令和２年4月から）
  障がい等級 1 級の場合　月額 52,500 円
  障がい等級 2 級の場合　月額 34,970 円
　※手当は、4月、8月、11月にそれぞれ前月（11月は当月）までの4ケ月分が支給されます。
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農地をお持ちの方へ
　　　～農地パトロールを実施します～

浄化槽設置の皆さまへ
　　～浄化槽の使用休止届出について～

　町内の農地の利用状況を調査し、適正
かつ有効に活用するため、農業委員会で
は８月から９月にかけて、農地パトロー
ルを実施します。農業委員及び農地利用
最適化推進委員が、町内の耕作放棄地や
違反転用などの状況を、巡回して調査を
行いますので、ご理解とご協力をお願い
いたします。

　浄化槽の設置者は、浄化槽の清掃、保守点検及び熊本県浄化槽
協会の年１回の定期検査（いわゆる１１条検査）を実施する義務
があります。
　しかし、長期間使用しない浄化槽については、浄化槽法の改正
により、決められた内容の清掃を行ったうえで、錦町に「浄化槽
使用休止届出」を行うことにより、浄化槽の清掃、保守点検及び
熊本県浄化槽協会の定期検査が免除されます。
　ただし再開に当たっては、必ず錦町と、地域の清掃･保守点検
業者にご連絡ください。
　浄化槽の再開に向けた適切な処置を行わないと、し尿やその他
の生活雑排水が処理されないまま放流されてしまい、近隣に多大
な迷惑をかけてしまうことになります。
　詳しくは、地域整備課までお尋ねください。

問合せ　　農業委員会　　☎  3 8 -14 8 5

問合せ　　地域整備課　　☎  3 8 - 4 9 4 9

農地についてお困りのときは
　「農地はあるが耕作ができない」「近くに耕作放棄地があって困る」など、農地について
お困りのときは農業委員会までご連絡ください。

熊本県生活排水対策
イメージキャラクター
“ 排水くん”

錦町農業委員会 TEL 0966-38-1485 / JA 球磨地域農協錦支所 TEL 0966-38-0004 
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登録に有利な物件
・・・

大丈夫？「空き家」の管理は適正に
　空き家の管理が行き届いていないと、草や植木が繁茂し有害鳥獣
の住処になるだけでなく、瓦や外壁材が落下したり飛散したりする
などの危険もあり、近隣の方々が心配される状況になります。

・空き家…大がかりな修繕の必要がなく、家財道具・不用品などが残っていない物件。
・空き地…宅地の場合は、整地がなされていて、雑草や雑木（竹）などが繁茂していない物件。
ホームページに家屋の外観と内部の写真を掲載しますので、家屋・敷地がきちんと管理されている物件が
有利です。

・所有者が遠方にお住いの場合は、家族や親せきなどに管理を依頼してください。
・建物は、瓦や外壁などが飛散しないようにし、隣接地や道路へ支障がないようにすると    
　ともに、燃えやすいものを屋外に放置しないようにするなど、不審火などの対策もお願
　いします。
・敷地は、草や木が生い茂ると害虫や有害鳥獣の住処になるだけでなく、周りからの視線
　を遮断されることから、防犯上危険な状態となりますので、定期的な草刈りをお願いし
　ます。

空き家の管理が行き届かず、万が一、第三者に損害を与え
るようなことが生じると、所有者や相続人などが責任を負
うことになりますので、十分ご注意ください。

空き家・空き地を有効活用！「空き家バンク」制度
登録された空き家・空き地を売渡（賃貸）するためのお手伝いをします。
※町が提携している不動産業者が相談に応じ、仲介も依頼できます。
※状況によっては登録できない物件もあります。ご了承ください。

空き家の状態を定期的に確認し、適正な管理をお願いします。

空き家（空き地）バンクについて詳しくは…
◆企画観光課　☎３８－４４１９　◆錦町移住体験施設　☎０８０－６４１９－４４１９
　　　　　　　または　錦町ホームページ　 空き家バンク    にしきのあきや 　検索☝
その他、困りごと・心配ごとについては…　　◆町民相談室　☎３８－１１１２
家屋・土地の固定資産税について詳しくは…　◆税務課　　　☎３８－１１１4

　人吉保健所では、令和２年４月１日より本格施行となりました改正健康増進法の
主旨である『望まない受動喫煙を防ぐ』ために、受動喫煙に関する相談を受け付け
ています。「受動喫煙防止対策の方法がわからない」施設管理者の方、「施設の屋内で受動喫煙が生じて困っ
ている」利用者の方など、受動喫煙に関する質問や相談がありましたら、人吉保健所までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　  改正健康増進法のポイント
１．学校や病院、行政機関などは原則敷地内禁煙
　（屋外で受動喫煙を防止するために必要な措置がとられた場所に喫煙場所を設置することができる）
２．事務所や工場、ホテルや旅館、＊飲食店などは原則屋内禁煙
　（屋内で喫煙を認める場合は基準を満たした喫煙専用室の設置が必要となり、標識の掲示が義務付けられる）
＊2020年４月１日時点で営業が行われており、資本金が5000万円以下かつ客席面積100㎡以下である飲食
　店は喫煙可能室を設置することができますが、その場合は保健所への届出をお願いしています。郵送によ
　る届出も可能ですが、後日担当より確認の連絡をさせていただきます。
３．喫煙可能なエリアには20歳未満は立入禁止

注意：改正法によって違反者には罰則の適用（過料）が課せられることがあります。

受動喫煙防止のための相談を受け付けています

問合せ　　人吉保健所　保健予防課　  ☎２２－３１０７

問合せ　       　　　　　　　                     　　　　町県民税　　　　税務課　  ☎３８‒１１１4
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　　健康保険課　  ☎３８‒１１１3

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

８月は町県民税２期・国民健康保険税３期・介護保険料３期・
後期高齢者医療保険料２期の納期です！
納　期　限【８月３１日（月）】
口座振替日【８月２５日（火）】

　昨年からスタートした英会話教室。今年度は、学習場所を中学校に移動し、部活動に加入している
生徒でも部活動を優先したうえで参加できるようになりました。
　参加希望の方は、教育振興課社会教育係へお申込みください！

錦町中学生「英会話教室」
【目　的】英語力を高め、様々な国の人と交流し価値観を深め、視野を広げる
【内　容】英語学習・英検受験対策・体験活動など
【日　時】令和２年８月２４日～令和３年３月３１日 毎週月・火・木曜日の放課後
【場　所】錦中学校
【対　象】錦中学校１年生～３年生 
　　　　　＊部活動が休みの日は参加可能

【指導者】錦町ＡＬＴ３人
【参加料】保険料のみ　（スポーツ安全保険 ８００円 / 年間）

【申込み・問合せ】教育振興課  ☎３８－４４５０
プレストン カーラ メーガン

錦中学生「英会話教室」リニューアルスタート！
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受
け
付

け
る
サ
イ
ト
を
い
ち
早
く
開
設
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
７
月
19
日
現
在
、
全
国
か
ら

５
，
６
６
３
，
６
６
８
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
復
興
に
は
皆
様
の
ご
支
援
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
錦
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
方
、
ゆ
か
り
の
方
な
ど

へ
、
ご
支
援
の
お
呼
び
か
け
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ＡＮＡふるさと納税 ふるさとチョイス

GoodMorning 楽天ふるさと納税

　ふるさと納税とは、生まれた故
郷や応援したい自治体に寄付がで
きる制度です。　手続きをする
と、寄付金のうち2,000円を超え
る部分については所得税の還付、
住民税の控除が受けられます。
　今回の災害支援は、返礼品の送
付はありません。
　GoodMotningは、購入型クラ
ウドファンディングです。

無理はせず、ご自愛
ください。大阪より
応援しています。
Guestさん

被災された方々が、
1日も早く平穏な
日々を取り戻せます
ように。
Kitanobouさん

数ヶ月まで暮らしていた地元が被災地に
なってしまい、気が気でありません。
Yoshikoukiさん

まだまだ長期戦になるかと
思いますが、頑張ってくだ
さい。私共にも出来る事が
あれば是非お声かけを。
Taisharyuさん

ゆっくり過ごせる日常が戻る
ことをお祈りいたします。
Guestさん

問合せ：企画観光課　☎38－4419

１6１5 １6
日月１3 日１4８

錦町の梨農家が集結！

剣豪とフルーツの里　にしきフルーツまつり

梨収穫祭梨収穫祭

木

金

日１5 日
土

金

日

日

10：00
　～16：00

時
日

道の駅錦　くらんど市所
場

間
時

錦梨の試食販売食べ比べ !!

・新鮮野菜、手作り惣菜
多数陳列

人吉駅

くま川鉄道
一武駅

道
車
動
自
州
九219

267

221

445

道の駅 錦

人吉
クラフトパーク

日本人が愛し
続ける味、
スタンダード

ジューシーで
酸味と甘みが
絶妙なバランス

甘さを追求した
新品種

幸水 豊水 秋麗
新品種

アクセス
●人吉ICから20分
　（国道219号を湯前方面へ）
●くま川鉄道一武駅で下車し徒歩20分
●駐車場 大型車8台、普通車81台

主催：道の駅錦 くらんど市
住所：熊本県球磨郡錦町大字一武 1544 番地 1
TEL：0966-34-5550　営業時間：9：00～18：00

休館日 第３水曜日

【後援：錦町】
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ふるさとの復旧、復興のために
全国から温かい支援が届いています

復
旧
・
復
興
支
援
の
申
し
込

み
は
次
の
サ
イ
ト
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
４
日
未
明
に
発

生
し
た
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

人
吉
球
磨
地
域
で
は
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
斜
面
の
崩
壊
、

道
路
の
陥
没
、
災
害
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
こ
と
の
解
消
の
た
め
に
復

興
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
被
害
の
全
貌
が
ま
だ

見
え
な
い
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
利
用
し
た
災
害
支
援
寄
附
の

受
付
を
７
月
５
日
に
開
始
し
ま
し

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
奈
良
県

鎌
倉
市
は
、
被
災
し
た
錦
町
に
代

わ
っ
て
災
害
支
援
寄
附
を
受
け
付

け
る
サ
イ
ト
を
い
ち
早
く
開
設
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
７
月
19
日
現
在
、
全
国
か
ら

５
，
６
６
３
，
６
６
８
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
復
興
に
は
皆
様
の
ご
支
援
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
錦
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
方
、
ゆ
か
り
の
方
な
ど

へ
、
ご
支
援
の
お
呼
び
か
け
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ＡＮＡふるさと納税 ふるさとチョイス

GoodMorning 楽天ふるさと納税

　ふるさと納税とは、生まれた故
郷や応援したい自治体に寄付がで
きる制度です。　手続きをする
と、寄付金のうち2,000円を超え
る部分については所得税の還付、
住民税の控除が受けられます。
　今回の災害支援は、返礼品の送
付はありません。
　GoodMotningは、購入型クラ
ウドファンディングです。

無理はせず、ご自愛
ください。大阪より
応援しています。
Guestさん

被災された方々が、
1日も早く平穏な
日々を取り戻せます
ように。
Kitanobouさん

数ヶ月まで暮らしていた地元が被災地に
なってしまい、気が気でありません。
Yoshikoukiさん

まだまだ長期戦になるかと
思いますが、頑張ってくだ
さい。私共にも出来る事が
あれば是非お声かけを。
Taisharyuさん

ゆっくり過ごせる日常が戻る
ことをお祈りいたします。
Guestさん

問合せ：企画観光課　☎38－4419

１6１5 １6
日月１3 日１4８

錦町の梨農家が集結！

剣豪とフルーツの里　にしきフルーツまつり

梨収穫祭梨収穫祭

木

金

日１5 日
土

金

日

日

10：00
　～16：00

時
日

道の駅錦　くらんど市所
場

間
時

錦梨の試食販売食べ比べ !!

・新鮮野菜、手作り惣菜
多数陳列

人吉駅

くま川鉄道
一武駅

道
車
動
自
州
九219

267

221

445

道の駅 錦

人吉
クラフトパーク

日本人が愛し
続ける味、
スタンダード

ジューシーで
酸味と甘みが
絶妙なバランス

甘さを追求した
新品種

幸水 豊水 秋麗
新品種

アクセス
●人吉ICから20分
　（国道219号を湯前方面へ）
●くま川鉄道一武駅で下車し徒歩20分
●駐車場 大型車8台、普通車81台

主催：道の駅錦 くらんど市
住所：熊本県球磨郡錦町大字一武 1544 番地 1
TEL：0966-34-5550　営業時間：9：00～18：00

休館日 第３水曜日

【後援：錦町】
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
！！

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
に
向
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
啓
発
用
の
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト

を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
イ
ラ
ス
ト
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
も
届
出
制
（
許
諾
不
要
）
で

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
届
け
出
に
関
し
て
は
、
く

ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://kum
am

on-offi
cial.jp/

kiji0035179/index.htm
l

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策

　
農
作
業
が
本
格
化
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
高
気
温
30
℃
を
超
え
な
い
日
で

も
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時
期
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
な
ど
で
は
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
早
め
の
対

策
で
熱
中
症
の
予
防
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
も
踏
ま
え
た
熱
中
症
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
　

　
外
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

○
作
業
前
・
作
業
中
の
水
分
補
給
、

　
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

○
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

○
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
　

　
ま
し
ょ
う

○
単
独
作
業
を
避
け
ま
し
ょ
う

○
高
温
多
湿
の
環
境
を
避
け
ま
　

　
し
ょ
う

お
盆
前
の
し
尿
汲
み
取
り

　
球
磨
清
掃
公
社
の
し
尿
汲
み
取
り

は
、
8
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
日
）
ま
で
の
4
日
間
が
夏
季
休
業
日

と
な
り
ま
す
。

　
休
業
前
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
依
頼
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
汲
み
取
り
業
務
が
遅
滞

す
る
場
合
は
、
8
月
8
日
（
土
）
が
臨

時
の
作
業
日
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
球
磨
清
掃
公
社
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
球
磨
清
掃
公
社

☎
4
2
ー
2
6
1
4

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
中
間
申
告
と

納
付

　個
人
事
業
者
の
方
で
、
令
和
元
年

分
の
確
定
消
費
税
額
（
地
方
消
費
税

額
は
含
み
ま
せ
ん
。
）
が
48
万
円
を

超
え
る
方
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。「
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税

額
」
と
は
、
令
和
元
年
分
の
確
定
申

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税

額
を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正

申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に

応
じ
て
、
次
に
よ
り
算
出
し
た
中
間
納

付
税
額
を
記
載
し
た
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
書
」
及
び

「
納
付
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
か
ら
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
税
務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
） 「
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
中

間
申
告
対
象
期
間
の
末
日
ま
で
に
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
（
申
告
書

⑨
欄
の
差
引
税
額
）
を
い
い
ま
す
。

　
事
業
状
況
が
令
和
元
年
と
著
し
く

異
な
る
場
合
な
ど
は
、
各
中
間
申
告

対
象
期
間
を
一
課
税
期
間
と
み
な
し

て
仮
決
算
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
計
算
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
に
よ
り
中
間
申
告
・
納
付
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
仮
決
算
に
よ
る
中
間
申
告

書
は
提
出
期
限
内
に
限
り
提
出
で
き

ま
す
。

　
中
間
申
告
の
期
限
ま
で
に
、
中
間

申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

の
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
が

納
付
す
べ
き
税
額
と
し
て
確
定
し
ま

す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(https://w
w

w
.nta.go.jp

又
は 

国
税
庁 

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
の

皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
」で
す
。内
容
は
、

税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税

の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、

自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。
文
字

数
は
、
8
0
0
字
以
上
1
，
2
0
0

字
以
内
、
締
切
り
は
9
月
7
日
（
月
）

必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.nta.go.jp

又

は 

国
税
庁  

検
索 

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
相
談
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

○
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
以
外
に
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
8
6
ー
1
1
6
6

○
熊
本
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
6
2
ー
8
1
0
0

【
受
付
時
間
】

月
〜
金
曜（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
！！

　道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し

や
倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車

な
ど
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹

木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
9
5

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ

チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前

に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や

防
除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た
農

薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
1

問
＝
畜
産
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
0
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局 

農
業
普
及・

振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

第
32
回
く
ま
も
と
景
観
賞
　

作
品
募
集
中
！

　く
ま
も
と
景
観
賞
は
、
郷
土
の
素

晴
ら
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
顕
彰

し
、
さ
ら
な
る
熊
本
県
の
景
観
向
上

を
目
指
し
、
昭
和
63
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
表
彰
の
種
類
】

・
く
ま
も
と
景
観
賞

・
部
門
賞
（
地
域
景
観
賞
、
緑
と
水

の
景
観
賞
、
広
告
景
観
賞
）
な
ど
応

募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
く
ま
も
と

景
観
賞
　
募
集
　
で
検
索
！

応
募
締
切
：
8
月
31
日（
月
）ま
で

問
＝
県
都
市
計
画
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
5
2
2

設
備
投
資
や
販
路
開
拓
等
に

対
す
る
国
の
補
助
制
度

【
持
続
化
補
助
金（
小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕
補
助
上
限
：
50
万
円
補

助
率
：
2
/
3

〔
特
別
枠
〕
補
助
上
限
：
1
0
0
万

円
　
補
助
率
：
2
/
3
又
は
3
/
4

【
も
の
づ
く
り
補
助
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：中
小
企
業
1
/
2
、小

規
模
事
業
者
2
/
3

〔
特
別
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：2
/
3
又
は
3
/
4

※
感
染
防
止
対
策
の
上
乗
せ
、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
等
へ
の
上
乗
せ
い
ず
れ
も

（
上
限
50
万
円
）

詳
し
く
は
、
生
産
性
革
命
推
進
事
業

で
　
検
索

問
＝
商
工
会
議
所
・
商
工
会

『
収
入
保
険
』の
ご
案
内

　熊
本
県
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、

農
家
経
営
安
定
の
た
め
、
現
行
の
農

業
共
済
と
合
わ
せ
、
収
入
保
険
制
度

へ
の
加
入
促
進
を
県
内
の
全
農
業
者

を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
：「
青
色
申
告
」
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）
で
す
。

※
加
入
申
請
時
に
白
色
申
告
で
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

補
償
の
対
象
：
農
業
者
が
保
険
期
間

に
生
産
・
販
売
す
る
農
産
物
の
販
売

収
入
全
体
が
対
象
で
、
品
目
の
限
定

は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
簡
易
な
加
工
品
も
補
償
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ

る
収
量
減
少
に
よ
る
収
入
減
少
は
も

ち
ろ
ん
、
価
格
低
下
な
ど
農
業
者
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
も
補
償
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
で
す
。

【
収
入
減
少
の
要
因
（
次
の
よ
う
な

原
因
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
）】

○
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
で
収
量 

　
が
下
が
っ
た

○
市
場
価
格
が
下
が
っ
た

○
倉
庫
が
浸
水
し
て
売
り
物
に
な
ら

　
な
い

○
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故
に
あ
っ
た

○
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
N
O
S
A
I
熊
本
本
所 

収
入

保
険
課

☎
0
9
6
4
ー
2
5
ー
3
2
0
2

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度

　「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら

れ
、
社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
も
簡

単
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
ご
加

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
従
業
員
の
確
か
な
安
心
の
た
め

に
、
退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chutaikyo.taisyoku
kin.go.jp/

又
は 

中
退
共   

検
索 

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
　中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
0
3
ー
6
9
0
7
ー
1
2
3
4

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営

む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
3
1
0
円

【
特
長
】

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

　
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
、

　
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

　
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

　
す
。

※
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知

ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の

お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Q
&
A
な
ど
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！！

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
建
退
共
熊
本
支
部

☎
0
9
6
ー
3
6
6
ー
5
1
1
1

令
和
2
年
度
警
察
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

（
警
察
官
B
・
警
察
事
務
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
熊
本
を
背
負

い
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
担
う
人

材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
試
験
区
分
：
警
察
官
B

採
用
予
定
人
員
：
男
性
44
人 

女
性

12
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
10
月
18
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
体
力
】
11
月
7
日
（
土
）

8
日
（
日
）

【
面
接
】11
月
21
日（
土
）〜
26
日（
木
）

合
格
発
表
：
12
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
27
歳
の
方
（
平
成
5
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
試
験
区
分
：
警
察
事
務

採
用
予
定
人
員
：
4
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
21
歳
の
方
（
平
成
11
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
警
察
事
務
（
就
職
氷
河
期
世
代
対

象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

受
験
資
格
：
35
〜
50
歳
の
方
（
昭
和

45
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月
1

日
生
）

○
警
察
事
務
（
障
が
い
者
対
象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
11
月
1
日
（
日
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

第
2
次
試
験
：

【
面
接
】
11
月
28
日
（
土
）
〜
12
月

6
日
（
日
）

合
格
発
表
：
12
月
中
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
35
歳
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

○
警
察
事
務（
情
報
管
理
専
門
職
員
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
論
文
】
9
月
13
日
（
日
）

合
格
発
表
：
9
月
下
旬

第
2
次
試
験
日
：

【
適
性
・
面
接
】
10
月
11
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

受
験
資
格
：

・
35
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
基

本
情
報
技
術
者
試
験
以
上
の
試
験
に

合
格
し
て
い
る
方

・
企
業
等
で
3
年
以
上
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
設
計
開
発
の
情
報
処
理
業
務
に
従

事
し
た
実
務
経
験
が
あ
る
方

※
申
込
方
法
は
、
人
吉
警
察
署
や
二

日
町
交
番
、
人
吉
警
察
署
管
轄
の
各

駐
在
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
人
吉
警
察
署
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
人
吉
警
察
署
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
警
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
警
察
署
総
務
課

☎
2
4
ー
4
1
1
0

令
和
3
年
度
鹿
児
島

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

入
校
生
募
集

 

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
令
和
3
年
4
月
か
ら
1

年
間

訓
練
科
：
情
報
電
子
科
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計

科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
O
A
事
務

科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

【
募
集
期
間
】

A
日
程
：
8
月
3
日
（
月
）
〜
9
月

17
日
（
木
）

B
日
程
：
10
月
23
日
（
金
）
〜
11
月

26
日
（
木
）

C
日
程：令
和
3
年
1
月
4
日（
月
）

〜
2
月
10
日
（
水
）

※
入
校
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設

し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇

用
保
険
の
延
長
、
訓
練
手
当
・
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校☎
0
9
9
6
ー
4
4
ー
2
2
0
6

令和元年分の確定消費税額(注)  中間申告・納付の回数    中間納付税額             申告・納付期限

48万円超400万円以下

400万円超4,800万円以下

4,800万円超

令和元年分の確定消費税額の
12分の6の消費税額とその
78分の22の地方消費税額

令和元年分の確定消費税額の
12分の3の消費税額とその
78分の22の地方消費税額

令和元年分の確定消費税額の
12分の1の消費税額とその
78分の22の地方消費税額

令和２年８月３１日(月)

(振替納税利用の    
      場合の振替日)

令和２年９月２８日(月)

国税庁ホームページで
ご確認ください。

年1回

年3回

年11回

情
報
の
広
場
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
！！

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
に
向
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
啓
発
用
の
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト

を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
イ
ラ
ス
ト
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
も
届
出
制
（
許
諾
不
要
）
で

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
届
け
出
に
関
し
て
は
、
く

ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://kum
am

on-offi
cial.jp/

kiji0035179/index.htm
l

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策

　
農
作
業
が
本
格
化
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
高
気
温
30
℃
を
超
え
な
い
日
で

も
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時
期
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
な
ど
で
は
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
早
め
の
対

策
で
熱
中
症
の
予
防
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
も
踏
ま
え
た
熱
中
症
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
　

　
外
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

○
作
業
前
・
作
業
中
の
水
分
補
給
、

　
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

○
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

○
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
　

　
ま
し
ょ
う

○
単
独
作
業
を
避
け
ま
し
ょ
う

○
高
温
多
湿
の
環
境
を
避
け
ま
　

　
し
ょ
う

お
盆
前
の
し
尿
汲
み
取
り

　
球
磨
清
掃
公
社
の
し
尿
汲
み
取
り

は
、
8
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
日
）
ま
で
の
4
日
間
が
夏
季
休
業
日

と
な
り
ま
す
。

　
休
業
前
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
依
頼
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
汲
み
取
り
業
務
が
遅
滞

す
る
場
合
は
、
8
月
8
日
（
土
）
が
臨

時
の
作
業
日
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
球
磨
清
掃
公
社
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
球
磨
清
掃
公
社

☎
4
2
ー
2
6
1
4

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
中
間
申
告
と

納
付

　個
人
事
業
者
の
方
で
、
令
和
元
年

分
の
確
定
消
費
税
額
（
地
方
消
費
税

額
は
含
み
ま
せ
ん
。
）
が
48
万
円
を

超
え
る
方
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。「
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税

額
」
と
は
、
令
和
元
年
分
の
確
定
申

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税

額
を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正

申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に

応
じ
て
、
次
に
よ
り
算
出
し
た
中
間
納

付
税
額
を
記
載
し
た
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
書
」
及
び

「
納
付
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
か
ら
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
税
務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
） 「
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
中

間
申
告
対
象
期
間
の
末
日
ま
で
に
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
（
申
告
書

⑨
欄
の
差
引
税
額
）
を
い
い
ま
す
。

　
事
業
状
況
が
令
和
元
年
と
著
し
く

異
な
る
場
合
な
ど
は
、
各
中
間
申
告

対
象
期
間
を
一
課
税
期
間
と
み
な
し

て
仮
決
算
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
計
算
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
に
よ
り
中
間
申
告
・
納
付
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
仮
決
算
に
よ
る
中
間
申
告

書
は
提
出
期
限
内
に
限
り
提
出
で
き

ま
す
。

　
中
間
申
告
の
期
限
ま
で
に
、
中
間

申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

の
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
が

納
付
す
べ
き
税
額
と
し
て
確
定
し
ま

す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(https://w
w

w
.nta.go.jp

又
は 

国
税
庁 

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
の

皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
」で
す
。内
容
は
、

税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税

の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、

自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。
文
字

数
は
、
8
0
0
字
以
上
1
，
2
0
0

字
以
内
、
締
切
り
は
9
月
7
日
（
月
）

必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.nta.go.jp

又

は 

国
税
庁  

検
索 

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
相
談
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

○
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
以
外
に
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
8
6
ー
1
1
6
6

○
熊
本
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
6
2
ー
8
1
0
0

【
受
付
時
間
】

月
〜
金
曜（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
！！

　道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し

や
倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車

な
ど
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹

木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
9
5

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ

チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前

に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や

防
除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た
農

薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
1

問
＝
畜
産
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
0
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局 

農
業
普
及・

振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

第
32
回
く
ま
も
と
景
観
賞
　

作
品
募
集
中
！

　く
ま
も
と
景
観
賞
は
、
郷
土
の
素

晴
ら
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
顕
彰

し
、
さ
ら
な
る
熊
本
県
の
景
観
向
上

を
目
指
し
、
昭
和
63
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
表
彰
の
種
類
】

・
く
ま
も
と
景
観
賞

・
部
門
賞
（
地
域
景
観
賞
、
緑
と
水

の
景
観
賞
、
広
告
景
観
賞
）
な
ど
応

募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
く
ま
も
と

景
観
賞
　
募
集
　
で
検
索
！

応
募
締
切
：
8
月
31
日（
月
）ま
で

問
＝
県
都
市
計
画
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
5
2
2

設
備
投
資
や
販
路
開
拓
等
に

対
す
る
国
の
補
助
制
度

【
持
続
化
補
助
金（
小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕
補
助
上
限
：
50
万
円
補

助
率
：
2
/
3

〔
特
別
枠
〕
補
助
上
限
：
1
0
0
万

円
　
補
助
率
：
2
/
3
又
は
3
/
4

【
も
の
づ
く
り
補
助
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：中
小
企
業
1
/
2
、小

規
模
事
業
者
2
/
3

〔
特
別
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：2
/
3
又
は
3
/
4

※
感
染
防
止
対
策
の
上
乗
せ
、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
等
へ
の
上
乗
せ
い
ず
れ
も

（
上
限
50
万
円
）

詳
し
く
は
、
生
産
性
革
命
推
進
事
業

で
　
検
索

問
＝
商
工
会
議
所
・
商
工
会

『
収
入
保
険
』の
ご
案
内

　熊
本
県
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、

農
家
経
営
安
定
の
た
め
、
現
行
の
農

業
共
済
と
合
わ
せ
、
収
入
保
険
制
度

へ
の
加
入
促
進
を
県
内
の
全
農
業
者

を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
：「
青
色
申
告
」
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）
で
す
。

※
加
入
申
請
時
に
白
色
申
告
で
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

補
償
の
対
象
：
農
業
者
が
保
険
期
間

に
生
産
・
販
売
す
る
農
産
物
の
販
売

収
入
全
体
が
対
象
で
、
品
目
の
限
定

は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
簡
易
な
加
工
品
も
補
償
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ

る
収
量
減
少
に
よ
る
収
入
減
少
は
も

ち
ろ
ん
、
価
格
低
下
な
ど
農
業
者
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
も
補
償
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
で
す
。

【
収
入
減
少
の
要
因
（
次
の
よ
う
な

原
因
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
）】

○
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
で
収
量 

　
が
下
が
っ
た

○
市
場
価
格
が
下
が
っ
た

○
倉
庫
が
浸
水
し
て
売
り
物
に
な
ら

　
な
い

○
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故
に
あ
っ
た

○
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
N
O
S
A
I
熊
本
本
所 

収
入

保
険
課

☎
0
9
6
4
ー
2
5
ー
3
2
0
2

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度

　「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら

れ
、
社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
も
簡

単
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
ご
加

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
従
業
員
の
確
か
な
安
心
の
た
め

に
、
退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chutaikyo.taisyoku
kin.go.jp/

又
は 

中
退
共   

検
索 

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
　中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
0
3
ー
6
9
0
7
ー
1
2
3
4

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営

む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
3
1
0
円

【
特
長
】

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

　
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
、

　
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

　
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

　
す
。

※
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知

ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の

お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Q
&
A
な
ど
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！！

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
建
退
共
熊
本
支
部

☎
0
9
6
ー
3
6
6
ー
5
1
1
1

令
和
2
年
度
警
察
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

（
警
察
官
B
・
警
察
事
務
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
熊
本
を
背
負

い
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
担
う
人

材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
試
験
区
分
：
警
察
官
B

採
用
予
定
人
員
：
男
性
44
人 

女
性

12
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
10
月
18
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
体
力
】
11
月
7
日
（
土
）

8
日
（
日
）

【
面
接
】11
月
21
日（
土
）〜
26
日（
木
）

合
格
発
表
：
12
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
27
歳
の
方
（
平
成
5
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
試
験
区
分
：
警
察
事
務

採
用
予
定
人
員
：
4
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
21
歳
の
方
（
平
成
11
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
警
察
事
務
（
就
職
氷
河
期
世
代
対

象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

受
験
資
格
：
35
〜
50
歳
の
方
（
昭
和

45
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月
1

日
生
）

○
警
察
事
務
（
障
が
い
者
対
象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
11
月
1
日
（
日
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

第
2
次
試
験
：

【
面
接
】
11
月
28
日
（
土
）
〜
12
月

6
日
（
日
）

合
格
発
表
：
12
月
中
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
35
歳
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

○
警
察
事
務（
情
報
管
理
専
門
職
員
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
論
文
】
9
月
13
日
（
日
）

合
格
発
表
：
9
月
下
旬

第
2
次
試
験
日
：

【
適
性
・
面
接
】
10
月
11
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

受
験
資
格
：

・
35
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
基

本
情
報
技
術
者
試
験
以
上
の
試
験
に

合
格
し
て
い
る
方

・
企
業
等
で
3
年
以
上
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
設
計
開
発
の
情
報
処
理
業
務
に
従

事
し
た
実
務
経
験
が
あ
る
方

※
申
込
方
法
は
、
人
吉
警
察
署
や
二

日
町
交
番
、
人
吉
警
察
署
管
轄
の
各

駐
在
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
人
吉
警
察
署
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
人
吉
警
察
署
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
警
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
警
察
署
総
務
課

☎
2
4
ー
4
1
1
0

令
和
3
年
度
鹿
児
島

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

入
校
生
募
集

 

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
令
和
3
年
4
月
か
ら
1

年
間

訓
練
科
：
情
報
電
子
科
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計

科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
O
A
事
務

科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

【
募
集
期
間
】

A
日
程
：
8
月
3
日
（
月
）
〜
9
月

17
日
（
木
）

B
日
程
：
10
月
23
日
（
金
）
〜
11
月

26
日
（
木
）

C
日
程：令
和
3
年
1
月
4
日（
月
）

〜
2
月
10
日
（
水
）

※
入
校
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設

し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇

用
保
険
の
延
長
、
訓
練
手
当
・
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校☎
0
9
9
6
ー
4
4
ー
2
2
0
6

令和元年分の確定消費税額(注)  中間申告・納付の回数    中間納付税額             申告・納付期限

48万円超400万円以下

400万円超4,800万円以下

4,800万円超

令和元年分の確定消費税額の
12分の6の消費税額とその
78分の22の地方消費税額

令和元年分の確定消費税額の
12分の3の消費税額とその
78分の22の地方消費税額

令和元年分の確定消費税額の
12分の1の消費税額とその
78分の22の地方消費税額

令和２年８月３１日(月)

(振替納税利用の    
      場合の振替日)

令和２年９月２８日(月)

国税庁ホームページで
ご確認ください。

年1回

年3回

年11回

情
報
の
広
場
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募

　集

く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
！！

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
に
向
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
啓
発
用
の
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト

を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
イ
ラ
ス
ト
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
も
届
出
制
（
許
諾
不
要
）
で

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
届
け
出
に
関
し
て
は
、
く

ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://kum
am

on-offi
cial.jp/

kiji0035179/index.htm
l

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策

　
農
作
業
が
本
格
化
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
高
気
温
30
℃
を
超
え
な
い
日
で

も
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時
期
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
な
ど
で
は
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
早
め
の
対

策
で
熱
中
症
の
予
防
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
も
踏
ま
え
た
熱
中
症
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
　

　
外
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

○
作
業
前
・
作
業
中
の
水
分
補
給
、

　
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

○
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

○
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
　

　
ま
し
ょ
う

○
単
独
作
業
を
避
け
ま
し
ょ
う

○
高
温
多
湿
の
環
境
を
避
け
ま
　

　
し
ょ
う

お
盆
前
の
し
尿
汲
み
取
り

　
球
磨
清
掃
公
社
の
し
尿
汲
み
取
り

は
、
8
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
日
）
ま
で
の
4
日
間
が
夏
季
休
業
日

と
な
り
ま
す
。

　
休
業
前
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
依
頼
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
汲
み
取
り
業
務
が
遅
滞

す
る
場
合
は
、
8
月
8
日
（
土
）
が
臨

時
の
作
業
日
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
球
磨
清
掃
公
社
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
球
磨
清
掃
公
社

☎
4
2
ー
2
6
1
4

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
中
間
申
告
と

納
付

　個
人
事
業
者
の
方
で
、
令
和
元
年

分
の
確
定
消
費
税
額
（
地
方
消
費
税

額
は
含
み
ま
せ
ん
。
）
が
48
万
円
を

超
え
る
方
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。「
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税

額
」
と
は
、
令
和
元
年
分
の
確
定
申

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税

額
を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正

申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に

応
じ
て
、
次
に
よ
り
算
出
し
た
中
間
納

付
税
額
を
記
載
し
た
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
書
」
及
び

「
納
付
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
か
ら
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
税
務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
） 「
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
中

間
申
告
対
象
期
間
の
末
日
ま
で
に
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
（
申
告
書

⑨
欄
の
差
引
税
額
）
を
い
い
ま
す
。

　
事
業
状
況
が
令
和
元
年
と
著
し
く

異
な
る
場
合
な
ど
は
、
各
中
間
申
告

対
象
期
間
を
一
課
税
期
間
と
み
な
し

て
仮
決
算
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
計
算
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
に
よ
り
中
間
申
告
・
納
付
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
仮
決
算
に
よ
る
中
間
申
告

書
は
提
出
期
限
内
に
限
り
提
出
で
き

ま
す
。

　
中
間
申
告
の
期
限
ま
で
に
、
中
間

申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

の
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
が

納
付
す
べ
き
税
額
と
し
て
確
定
し
ま

す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(https://w
w

w
.nta.go.jp

又
は 

国
税
庁 

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
の

皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
」で
す
。内
容
は
、

税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税

の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、

自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。
文
字

数
は
、
8
0
0
字
以
上
1
，
2
0
0

字
以
内
、
締
切
り
は
9
月
7
日
（
月
）

必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.nta.go.jp

又

は 

国
税
庁  

検
索 

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
相
談
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

○
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
以
外
に
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
8
6
ー
1
1
6
6

○
熊
本
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
6
2
ー
8
1
0
0

【
受
付
時
間
】

月
〜
金
曜（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
！！

　道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し

や
倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車

な
ど
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹

木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
9
5

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ

チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前

に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や

防
除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た
農

薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
1

問
＝
畜
産
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
0
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局 

農
業
普
及・

振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

第
32
回
く
ま
も
と
景
観
賞
　

作
品
募
集
中
！

　く
ま
も
と
景
観
賞
は
、
郷
土
の
素

晴
ら
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
顕
彰

し
、
さ
ら
な
る
熊
本
県
の
景
観
向
上

を
目
指
し
、
昭
和
63
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
表
彰
の
種
類
】

・
く
ま
も
と
景
観
賞

・
部
門
賞
（
地
域
景
観
賞
、
緑
と
水

の
景
観
賞
、
広
告
景
観
賞
）
な
ど
応

募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
く
ま
も
と

景
観
賞
　
募
集
　
で
検
索
！

応
募
締
切
：
8
月
31
日（
月
）ま
で

問
＝
県
都
市
計
画
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
5
2
2

設
備
投
資
や
販
路
開
拓
等
に

対
す
る
国
の
補
助
制
度

【
持
続
化
補
助
金（
小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕
補
助
上
限
：
50
万
円
補

助
率
：
2
/
3

〔
特
別
枠
〕
補
助
上
限
：
1
0
0
万

円
　
補
助
率
：
2
/
3
又
は
3
/
4

【
も
の
づ
く
り
補
助
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：中
小
企
業
1
/
2
、小

規
模
事
業
者
2
/
3

〔
特
別
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：2
/
3
又
は
3
/
4

※
感
染
防
止
対
策
の
上
乗
せ
、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
等
へ
の
上
乗
せ
い
ず
れ
も

（
上
限
50
万
円
）

詳
し
く
は
、
生
産
性
革
命
推
進
事
業

で
　
検
索

問
＝
商
工
会
議
所
・
商
工
会

『
収
入
保
険
』の
ご
案
内

　熊
本
県
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、

農
家
経
営
安
定
の
た
め
、
現
行
の
農

業
共
済
と
合
わ
せ
、
収
入
保
険
制
度

へ
の
加
入
促
進
を
県
内
の
全
農
業
者

を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
：「
青
色
申
告
」
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）
で
す
。

※
加
入
申
請
時
に
白
色
申
告
で
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

補
償
の
対
象
：
農
業
者
が
保
険
期
間

に
生
産
・
販
売
す
る
農
産
物
の
販
売

収
入
全
体
が
対
象
で
、
品
目
の
限
定

は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
簡
易
な
加
工
品
も
補
償
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ

る
収
量
減
少
に
よ
る
収
入
減
少
は
も

ち
ろ
ん
、
価
格
低
下
な
ど
農
業
者
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
も
補
償
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
で
す
。

【
収
入
減
少
の
要
因
（
次
の
よ
う
な

原
因
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
）】

○
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
で
収
量 

　
が
下
が
っ
た

○
市
場
価
格
が
下
が
っ
た

○
倉
庫
が
浸
水
し
て
売
り
物
に
な
ら

　
な
い

○
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故
に
あ
っ
た

○
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
N
O
S
A
I
熊
本
本
所 

収
入

保
険
課

☎
0
9
6
4
ー
2
5
ー
3
2
0
2

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度

　「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら

れ
、
社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
も
簡

単
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
ご
加

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
従
業
員
の
確
か
な
安
心
の
た
め

に
、
退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chutaikyo.taisyoku
kin.go.jp/

又
は 

中
退
共   

検
索 

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
　中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
0
3
ー
6
9
0
7
ー
1
2
3
4

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営

む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
3
1
0
円

【
特
長
】

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

　
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
、

　
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

　
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

　
す
。

※
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知

ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の

お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Q
&
A
な
ど
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！！

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
建
退
共
熊
本
支
部

☎
0
9
6
ー
3
6
6
ー
5
1
1
1

令
和
2
年
度
警
察
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

（
警
察
官
B
・
警
察
事
務
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
熊
本
を
背
負

い
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
担
う
人

材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
試
験
区
分
：
警
察
官
B

採
用
予
定
人
員
：
男
性
44
人 

女
性

12
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
10
月
18
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
体
力
】
11
月
7
日
（
土
）

8
日
（
日
）

【
面
接
】11
月
21
日（
土
）〜
26
日（
木
）

合
格
発
表
：
12
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
27
歳
の
方
（
平
成
5
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
試
験
区
分
：
警
察
事
務

採
用
予
定
人
員
：
4
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
21
歳
の
方
（
平
成
11
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
警
察
事
務
（
就
職
氷
河
期
世
代
対

象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

受
験
資
格
：
35
〜
50
歳
の
方
（
昭
和

45
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月
1

日
生
）

○
警
察
事
務
（
障
が
い
者
対
象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
11
月
1
日
（
日
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

第
2
次
試
験
：

【
面
接
】
11
月
28
日
（
土
）
〜
12
月

6
日
（
日
）

合
格
発
表
：
12
月
中
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
35
歳
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

○
警
察
事
務（
情
報
管
理
専
門
職
員
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
論
文
】
9
月
13
日
（
日
）

合
格
発
表
：
9
月
下
旬

第
2
次
試
験
日
：

【
適
性
・
面
接
】
10
月
11
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

受
験
資
格
：

・
35
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
基

本
情
報
技
術
者
試
験
以
上
の
試
験
に

合
格
し
て
い
る
方

・
企
業
等
で
3
年
以
上
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
設
計
開
発
の
情
報
処
理
業
務
に
従

事
し
た
実
務
経
験
が
あ
る
方

※
申
込
方
法
は
、
人
吉
警
察
署
や
二

日
町
交
番
、
人
吉
警
察
署
管
轄
の
各

駐
在
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
人
吉
警
察
署
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
人
吉
警
察
署
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
警
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
警
察
署
総
務
課

☎
2
4
ー
4
1
1
0

令
和
3
年
度
鹿
児
島

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

入
校
生
募
集

 

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
令
和
3
年
4
月
か
ら
1

年
間

訓
練
科
：
情
報
電
子
科
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計

科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
O
A
事
務

科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

【
募
集
期
間
】

A
日
程
：
8
月
3
日
（
月
）
〜
9
月

17
日
（
木
）

B
日
程
：
10
月
23
日
（
金
）
〜
11
月

26
日
（
木
）

C
日
程：令
和
3
年
1
月
4
日（
月
）

〜
2
月
10
日
（
水
）

※
入
校
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設

し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇

用
保
険
の
延
長
、
訓
練
手
当
・
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校☎
0
9
9
6
ー
4
4
ー
2
2
0
6

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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募

　集

く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
！！

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
に
向
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
啓
発
用
の
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト

を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
イ
ラ
ス
ト
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
も
届
出
制
（
許
諾
不
要
）
で

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
届
け
出
に
関
し
て
は
、
く

ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://kum
am

on-offi
cial.jp/

kiji0035179/index.htm
l

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策

　
農
作
業
が
本
格
化
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
高
気
温
30
℃
を
超
え
な
い
日
で

も
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時
期
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
な
ど
で
は
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
早
め
の
対

策
で
熱
中
症
の
予
防
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
も
踏
ま
え
た
熱
中
症
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
　

　
外
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

○
作
業
前
・
作
業
中
の
水
分
補
給
、

　
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う

○
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

○
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
　

　
ま
し
ょ
う

○
単
独
作
業
を
避
け
ま
し
ょ
う

○
高
温
多
湿
の
環
境
を
避
け
ま
　

　
し
ょ
う

お
盆
前
の
し
尿
汲
み
取
り

　
球
磨
清
掃
公
社
の
し
尿
汲
み
取
り

は
、
8
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
日
）
ま
で
の
4
日
間
が
夏
季
休
業
日

と
な
り
ま
す
。

　
休
業
前
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
依
頼
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
汲
み
取
り
業
務
が
遅
滞

す
る
場
合
は
、
8
月
8
日
（
土
）
が
臨

時
の
作
業
日
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
球
磨
清
掃
公
社
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
球
磨
清
掃
公
社

☎
4
2
ー
2
6
1
4

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
中
間
申
告
と

納
付

　個
人
事
業
者
の
方
で
、
令
和
元
年

分
の
確
定
消
費
税
額
（
地
方
消
費
税

額
は
含
み
ま
せ
ん
。
）
が
48
万
円
を

超
え
る
方
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。「
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税

額
」
と
は
、
令
和
元
年
分
の
確
定
申

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税

額
を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正

申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に

応
じ
て
、
次
に
よ
り
算
出
し
た
中
間
納

付
税
額
を
記
載
し
た
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
書
」
及
び

「
納
付
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
か
ら
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
税
務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
） 「
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
中

間
申
告
対
象
期
間
の
末
日
ま
で
に
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
（
申
告
書

⑨
欄
の
差
引
税
額
）
を
い
い
ま
す
。

　
事
業
状
況
が
令
和
元
年
と
著
し
く

異
な
る
場
合
な
ど
は
、
各
中
間
申
告

対
象
期
間
を
一
課
税
期
間
と
み
な
し

て
仮
決
算
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
計
算
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
に
よ
り
中
間
申
告
・
納
付
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
仮
決
算
に
よ
る
中
間
申
告

書
は
提
出
期
限
内
に
限
り
提
出
で
き

ま
す
。

　
中
間
申
告
の
期
限
ま
で
に
、
中
間

申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

の
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
が

納
付
す
べ
き
税
額
と
し
て
確
定
し
ま

す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(https://w
w

w
.nta.go.jp

又
は 

国
税
庁 

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
の

皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
」で
す
。内
容
は
、

税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税

の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、

自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。
文
字

数
は
、
8
0
0
字
以
上
1
，
2
0
0

字
以
内
、
締
切
り
は
9
月
7
日
（
月
）

必
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.nta.go.jp

又

は 

国
税
庁  

検
索 

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
こ
こ
ろ
の
相
談
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

○
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
以
外
に
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
8
6
ー
1
1
6
6

○
熊
本
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
在
住
の
方
）

☎
0
9
6
ー
3
6
2
ー
8
1
0
0

【
受
付
時
間
】

月
〜
金
曜（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
！！

　道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し

や
倒
木
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車

な
ど
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹

木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
9
5

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ

チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前

に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や

防
除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た
農

薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
1

問
＝
畜
産
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
0
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局 

農
業
普
及・

振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

第
32
回
く
ま
も
と
景
観
賞
　

作
品
募
集
中
！

　く
ま
も
と
景
観
賞
は
、
郷
土
の
素

晴
ら
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
顕
彰

し
、
さ
ら
な
る
熊
本
県
の
景
観
向
上

を
目
指
し
、
昭
和
63
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
表
彰
の
種
類
】

・
く
ま
も
と
景
観
賞

・
部
門
賞
（
地
域
景
観
賞
、
緑
と
水

の
景
観
賞
、
広
告
景
観
賞
）
な
ど
応

募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
く
ま
も
と

景
観
賞
　
募
集
　
で
検
索
！

応
募
締
切
：
8
月
31
日（
月
）ま
で

問
＝
県
都
市
計
画
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
5
2
2

設
備
投
資
や
販
路
開
拓
等
に

対
す
る
国
の
補
助
制
度

【
持
続
化
補
助
金（
小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕
補
助
上
限
：
50
万
円
補

助
率
：
2
/
3

〔
特
別
枠
〕
補
助
上
限
：
1
0
0
万

円
　
補
助
率
：
2
/
3
又
は
3
/
4

【
も
の
づ
く
り
補
助
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
）】

〔
通
常
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：中
小
企
業
1
/
2
、小

規
模
事
業
者
2
/
3

〔
特
別
枠
〕補
助
上
限：1
，0
0
0
万

円
　
補
助
率：2
/
3
又
は
3
/
4

※
感
染
防
止
対
策
の
上
乗
せ
、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
等
へ
の
上
乗
せ
い
ず
れ
も

（
上
限
50
万
円
）

詳
し
く
は
、
生
産
性
革
命
推
進
事
業

で
　
検
索

問
＝
商
工
会
議
所
・
商
工
会

『
収
入
保
険
』の
ご
案
内

　熊
本
県
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、

農
家
経
営
安
定
の
た
め
、
現
行
の
農

業
共
済
と
合
わ
せ
、
収
入
保
険
制
度

へ
の
加
入
促
進
を
県
内
の
全
農
業
者

を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
：「
青
色
申
告
」
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）
で
す
。

※
加
入
申
請
時
に
白
色
申
告
で
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

補
償
の
対
象
：
農
業
者
が
保
険
期
間

に
生
産
・
販
売
す
る
農
産
物
の
販
売

収
入
全
体
が
対
象
で
、
品
目
の
限
定

は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
簡
易
な
加
工
品
も
補
償
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ

る
収
量
減
少
に
よ
る
収
入
減
少
は
も

ち
ろ
ん
、
価
格
低
下
な
ど
農
業
者
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
も
補
償
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
で
す
。

【
収
入
減
少
の
要
因
（
次
の
よ
う
な

原
因
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
）】

○
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
で
収
量 

　
が
下
が
っ
た

○
市
場
価
格
が
下
が
っ
た

○
倉
庫
が
浸
水
し
て
売
り
物
に
な
ら

　
な
い

○
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故
に
あ
っ
た

○
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
N
O
S
A
I
熊
本
本
所 

収
入

保
険
課

☎
0
9
6
4
ー
2
5
ー
3
2
0
2

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度

　「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら

れ
、
社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
も
簡

単
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
ご
加

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
従
業
員
の
確
か
な
安
心
の
た
め

に
、
退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chutaikyo.taisyoku
kin.go.jp/

又
は 

中
退
共   

検
索 

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
　中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
0
3
ー
6
9
0
7
ー
1
2
3
4

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営

む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
3
1
0
円

【
特
長
】

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

　
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
、

　
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

　
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

　
す
。

※
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知

ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の

お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Q
&
A
な
ど
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！！

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
建
退
共
熊
本
支
部

☎
0
9
6
ー
3
6
6
ー
5
1
1
1

令
和
2
年
度
警
察
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

（
警
察
官
B
・
警
察
事
務
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
熊
本
を
背
負

い
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
担
う
人

材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
試
験
区
分
：
警
察
官
B

採
用
予
定
人
員
：
男
性
44
人 

女
性

12
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
10
月
18
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
体
力
】
11
月
7
日
（
土
）

8
日
（
日
）

【
面
接
】11
月
21
日（
土
）〜
26
日（
木
）

合
格
発
表
：
12
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
27
歳
の
方
（
平
成
5
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
試
験
区
分
：
警
察
事
務

採
用
予
定
人
員
：
4
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
上
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
21
歳
の
方
（
平
成
11
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
警
察
事
務
（
就
職
氷
河
期
世
代
対

象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
】
9
月
27
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
上
旬

第
2
次
試
験
：

【
適
性
・
作
文
】
10
月
24
日
（
土
）

【
面
接
】
10
月
31
日
（
土
）
11
月
2

日
（
月
）
3
日
（
火
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

受
験
資
格
：
35
〜
50
歳
の
方
（
昭
和

45
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月
1

日
生
）

○
警
察
事
務
（
障
が
い
者
対
象
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
作
文
】
11
月
1
日
（
日
）

合
格
発
表
：
11
月
中
旬

第
2
次
試
験
：

【
面
接
】
11
月
28
日
（
土
）
〜
12
月

6
日
（
日
）

合
格
発
表
：
12
月
中
旬

受
験
資
格
：

・
18
〜
35
歳
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
）

・
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

○
警
察
事
務（
情
報
管
理
専
門
職
員
）

採
用
予
定
人
員
：
1
人

受
付
期
間
：
8
月
7
日
（
金
）
〜
28

日
（
金
）

第
1
次
試
験
：

【
教
養
・
論
文
】
9
月
13
日
（
日
）

合
格
発
表
：
9
月
下
旬

第
2
次
試
験
日
：

【
適
性
・
面
接
】
10
月
11
日
（
日
）

合
格
発
表
：
10
月
下
旬

受
験
資
格
：

・
35
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
60
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
基

本
情
報
技
術
者
試
験
以
上
の
試
験
に

合
格
し
て
い
る
方

・
企
業
等
で
3
年
以
上
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
設
計
開
発
の
情
報
処
理
業
務
に
従

事
し
た
実
務
経
験
が
あ
る
方

※
申
込
方
法
は
、
人
吉
警
察
署
や
二

日
町
交
番
、
人
吉
警
察
署
管
轄
の
各

駐
在
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
人
吉
警
察
署
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
人
吉
警
察
署
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
警
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
警
察
署
総
務
課

☎
2
4
ー
4
1
1
0

令
和
3
年
度
鹿
児
島

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

入
校
生
募
集

 

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間
：
令
和
3
年
4
月
か
ら
1

年
間

訓
練
科
：
情
報
電
子
科
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計

科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
O
A
事
務

科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

【
募
集
期
間
】

A
日
程
：
8
月
3
日
（
月
）
〜
9
月

17
日
（
木
）

B
日
程
：
10
月
23
日
（
金
）
〜
11
月

26
日
（
木
）

C
日
程：令
和
3
年
1
月
4
日（
月
）

〜
2
月
10
日
（
水
）

※
入
校
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設

し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇

用
保
険
の
延
長
、
訓
練
手
当
・
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校☎
0
9
9
6
ー
4
4
ー
2
2
0
6

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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  立秋とは名ばかりの暑さが続いていますね。今年の子ども達の夏休みは、新型コロナウィルス感染

症の影響で、短い日数と伺いました。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。

　6月は、緊急事態宣言が解除されたことにより、梅雨の大雨に連日見舞われる日もありましたが、

町内での活動を多く取り組むことが出来ました。

　主な活動は、木上平野地区田中典雄さん宅の菖蒲園と、木上平良地区川村和弘さん宅のタバコ畑、

ピースサインニシキ、一武上平岩地区福永末司さん・和子さんが取り組んでおられる和ちゃん家にお

邪魔して来ました。

　他にも、移住体験施設の道向かいにお住まいの恒松ユミ子さんを訪問し、その際木上小学校の丸付

け応援団に誘っていただき、木上小学校にもお邪魔して来ました。

　今回は、自身が元保育士であったことと、小学校教諭を目指していたことから、木上小学校にお邪

魔したことに関して、深掘りしたいと思います。

　今回の木上小学校への訪問は、一度約20年前に教員免許を取得するために教育実習を受けさせて

いただいて以来でした。教育実習で通っていた際も、その時で卒業後約7年振りでしたので、大変懐

かしかったのですが、今回は約20年振りと言うこともあって、より一層懐かしく感じました。

　私が子ども達に携わる仕事を目指したのは、小学校卒業式の時で、当時大変お世話になった先生が

涙を流しながら卒業を喜んで送り出してくださったことがきっかけでした。

　「こんな感動的な体験が出来る仕事に就きたい」ただそれだけの素直な想いで、昨年の9月の協力

隊着任前まで、小学校教諭ではありませんでしたが、保育士として子ども達と共に時間を過ごして来

ました。

　木上小学校の一番の印象は、子ども達が素直で、のびのびと子どもらしい時間を過ごせていること

でした。直近まで東京で保育職を担って来ましたが、東京の子ども達は、時間と情報の波に追われ、

純粋な子どもとしての時間を過ごすことは、大変難しいように感じました。

　木上小学校を始めとして、錦町では、自然と人に恵まれ、子ども達が純粋な子ども時間を過ごせて

いるように感じています。当たり前の日常の風景かもしれませんが、決して当たり前では無いと、協

力隊に着任してからの9カ月間、日々痛感しています。

　子ども達が子どもらしくのびのびと過ごせる町として、移住定住関連業務を通じ、対外的にもア

ピール出来ますように、これからも尽力いたします。お邪魔させていただきました皆さま、ありがと

うございました。今後も引き続き、よろしくお願いいたします。（令和2年6月30日執筆）

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　地域おこし協力隊　池田 加奈

　「錦町移住体験施設」（旧木上駐在所）が活動拠点です。
　ご家族、ご親戚や知り合いの方が錦町に転入される際は、お手伝いで
きることがあるかもしれませんので、お気軽にお声かけください。
　午前9時から午後4時までは、施設にいます。ぜひ遊びに来てくださ
い。そしていろんなお話を聞かせてください。
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   錦町図書館または移動図書
館車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・
西コミュニティーセンターに設置
してあるブックポストへの返却
も可能ですので、
お気軽にご利用
    ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
                      一般書書名               著　者          　　　児童書書名               　　著　者

新・紫式部日記 
クスノキの番人 
最後の講義完全版 
家庭科3だった私がワードローブ100％手作り服になりました。 
子どもの健全な成長のためのスポーツのすすめ 
交渉学が君たちの人生を変える 
全集伝え継ぐ日本の家庭料理 

夏山かほる
東野圭吾
大林宣彦
津田蘭子
田崎篤
印南一路
日本調理科学会企画

かんかんかん 
いみちぇん！　15 
１０分で読めるお話　１年生 
The rough patch 
世界を変えた15のたべもの 
伝統高校100　西日本篇 
平安時代へタイムワープ 

のむらさやか
あさばみゆき
岡信子
Brian Lies
テレサ・ベネイテス
猪熊建夫
市川智茂

一般書 児童書

三年長屋
梶 よう子
KADOKAWA

ごんべえだぬき
川端 誠
KADOKAWA

それぞれ悲しい過去や後悔を胸に秘めつ
つ前向きにがんばる登場人物たちの姿が
魅力的で、読む人も明るい気持ちになれ
ること請け合いです。３年住めば願いが
叶うと言われている不思議な長屋、そこ
に差配としてやってきた左平次と賑やか
な店子たちのお話です。   
  

ごんべえさんの優しさにホッと一安心。最
後はお調子者のたぬきのオチにクスッと
笑ってしまいます。普段は、落語に馴染み
の薄い方が多いかもしれませんが、絵本を
とおして楽しんでみてはいかがでしょう。
落語の魅力を知るきっかけになるかもし
れません。

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

落語の本を読んでみよう！
こどもたちも読める本もあります。

9月 2日（水）は休館日です。
毎月第一水曜日は休館日です。（祝日の場合は翌日が休館となります。）

「１０分で読めるはじめての落語」
「１０分で読めるこわ～い落語」
　土門トキオ著

「お笑いの達人になろう（１）落語」　
　林家木久扇著

「春風亭一之輔のおもしろ落語入門」
　春風亭一之輔著

「歌丸ばなし」
　桂歌丸　著

落語ならではのお話が大集
合。イラストとコラムではじ
めて落語に接する子でも、楽
しんで読むことができます。

落語演じる時は、演じるキミ
自身が楽しんでやることが、
いちばん大切です。落語は演
じる人の数だけ、楽しさが広
がるということです。

子供でも楽しめる古典落語。
落語世界の簡単な解説もあ
り、小さい子の読み聞かせに
使えば親子で楽しめます。

芸を磨き続けていた、桂歌丸
さんの初の名作落語集。落語
を通して、歌丸さんは人生を
磨かれたそうです。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8 （錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いします。

午前　サークル
午後　広場

3  4 5 6 7 

10 11 12 13 14

17 18 19 20  21

24 25 26 27 28

31

山の日

広場

広場

広場

×

広場

広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後 マタニティ

午前
ベビーマッサージ
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　サークル
午後　広場

● 8 月の子育て支援センター ● 対 象 内 　 容

3日（月）

5日（水）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

20日（木）

２4日（月）

２５日（火）

２6日（水）

夏のあそび

夏のあそび
身体測定
沐浴
親子あそび

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

親子運動あそび

身体測定
沐浴
親子あそび

夏のあそび

夏のあそび

要予約

はいはい

もも

はいはい

もも

全

全

ねんね

ねんね

保健センター・図書館・
子育て支援センターによる
～癒しのマタニティー教室～
　　　　　　　のお知らせ
時期：8月26日（水）　午後２時
場所：保健センター和室
内容：音楽に合わせた呼吸法、絵本の
　　　読み聞かせ、手作りベビーグッ
　　　ズの紹介とおもちゃ作り、交流
　　　会など

＊＊＊ 子育てサークルの親子運動教室 ＊＊＊

※6月の運動教室の様子

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

　毎月一度の運動教室では、「健康とスポーツ応援所」の講師による指導を受ける
事ができます。（４名の講師のローテーション制）
　親子で一緒に身体を動かしながら、心と身体のリフレッシュをしましょう。

　婚活コーナー

出張年金相談予約制のご案内
【令和2年8月開催予定】

毎週月曜日（祝日は除く） 　　　　　  第 2・4 水曜日               第 1・3 水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  ９：３０～１７：００（人吉市東西コミュニティセンター）
  ※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市東西コミュニティセンター 錦町総合福祉センター    　多良木町役場

3日・17日・24日・31日    12日・26日　　　      5日・19日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３　自動音声後、①→②を押してください。

「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」 そんなあなたへそんなあなたへそんなあなたへ

☆錦町外問わず新規会員、随時募集中！☆

◇　メール・お電話でのご相談
◇　新規会員登録者の面談（1名）
◇　お見合い希望者の面談（2名）
◇　お見合いお茶会（1組）
◇　お見合い食事会（2組）
◇　会員登録者のメールでのご相談　

◇　新規会員登録者の面談
◇　お見合い希望者の面談
◇　お見合い（お茶会・食事会）
◇　少人数交流会（お茶会・食事会）

※お見合いをご希望の場合は、事前に相談員との面談が必要となります。
今後の予定は中止や変更させていただく場合があります。ご了承ください。

◆6月の報告◆ ◆今後の予定◆

◇相談員専用メールアドレス
　nishiki-konnkatsu@ezweb.ne.jp
◇錦町役場 住民福祉課 住民係　☎ ０９６６－３８－１１１２ 

◉ご相談や会員登録のお申し込み等、お気軽にお問い合わせください。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8 （錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いします。

午前　サークル
午後　広場

3  4 5 6 7 

10 11 12 13 14

17 18 19 20  21

24 25 26 27 28

31

山の日

広場

広場

広場

×

広場

広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後 マタニティ

午前
ベビーマッサージ
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　サークル
午後　広場

● 8 月の子育て支援センター ● 対 象 内 　 容

3日（月）

5日（水）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

20日（木）

２4日（月）

２５日（火）

２6日（水）

夏のあそび

夏のあそび
身体測定
沐浴
親子あそび

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

親子運動あそび

身体測定
沐浴
親子あそび

夏のあそび

夏のあそび

要予約

はいはい

もも

はいはい

もも

全

全

ねんね

ねんね

保健センター・図書館・
子育て支援センターによる
～癒しのマタニティー教室～
　　　　　　　のお知らせ
時期：8月26日（水）　午後２時
場所：保健センター和室
内容：音楽に合わせた呼吸法、絵本の
　　　読み聞かせ、手作りベビーグッ
　　　ズの紹介とおもちゃ作り、交流
　　　会など

＊＊＊ 子育てサークルの親子運動教室 ＊＊＊

※6月の運動教室の様子

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

　毎月一度の運動教室では、「健康とスポーツ応援所」の講師による指導を受ける
事ができます。（４名の講師のローテーション制）
　親子で一緒に身体を動かしながら、心と身体のリフレッシュをしましょう。
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奇数月の第２水曜日14：00から開始。
予約は２組までとなります。
相談：１組　約１時間　（秘密厳守。安心してご相談ください）
場所：ゆうゆう館、錦町総合福祉センタ－

まずは、錦町地域包括支援センタ－へ
　　　　　　　　　予約の相談をしてください。

〈専門の認知症治療を直接受けたい方は、こちらへご相談ください〉
吉田病院　認知症疾患医療センタ－
電話：0966-22-4051

もの忘れ相談のご案内

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

近頃もの忘れが気になる方や、家族が「認知症かもしれない」と思われる言動がある時に、『もの忘
れ相談』へ相談してみませんか？

認知症は早期発見と早期治療が大切な病気です。
もの忘れ相談では、認知症疾患医療センターより専門のお医者さんが直接話を聞き、
受診や治療の必要性や、生活上の助言などの相談を行います。

開催日や予約の方法

◆このような症状があったら相談してみてはいかがですか？
　・何度も同じことを言ったり、聞いたりする
　・大切な物を失くしたり、置き場所を忘れる
　・火の消し忘れ、ガスの消し忘れがある
　・簡単な計算の間違いが多くなった
　・好きだったことに対して興味や関心が無くなったなど

認知症専門医やスタッフが、丁寧に相談にのり一人一人の
症状にあった治療が受けられます。
※受診には予約が必要です。早めの予約をおすすめします。

無料相談（予約が必要です） 施　設　健　診 　　　　　　集団健診

直接医療機関に
ご予約ください

（受診券必要）

８月３1日（月）まで　に
保健センターへお申込み

ください。

11月25日
(水)

午前中 69歳

以下

70歳

以上

8 ～ 12月
休診日、祝日等を除く

令和3年4月1日
時点の年齢で

ご覧ください。

健診料金
（円）

（
対
象
者
に
は
一
覧
を
郵
送
し
ま
す
）

※

災
害
の
た
め
医
療
機
関
一
覧
は
、

　注
意
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

球
磨
郡
・
人
吉
市
内
の
医
療
機
関

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
　「コ
ス
モ
」

公
立
多
良
木
病
院

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー

(
保
健
セ
ン
タ
ー)

集
団
健
診

実施期間

受診（申し込み）方法

特定健診

基本健診
後期高齢者健診
肺がん検診・結核
定期健診（レントゲン）
喀痰細胞診検査
大腸がん検診（検便）
胃がん検診

（バリウム）

腹部超音波検診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

　　子宮頸がん検診

　　甲状腺・乳房
　　超音波検診
　　マンモグラフィ＋
　　甲状腺・乳房
　　超音波検診

40～74歳の
錦町国保加入者
19～39歳
75歳以上

40歳以上

30歳以上

40～79歳

30歳以上

40歳以上
過去に受け
ていない方

50歳～79歳

20歳以上
（2年に1回）

30歳以上

40歳以上
（2年に1回）

女
性
の
み

　特定健診の受
診 券 を8月 中 に
対象者へ送付し
ます。

　4月の健診申し
込み時に、「通院
中」と回答された
方にも送付しま
す。かかりつけ医
で特定健診を受
診しましょう‼

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

　　1,000

　　1,000
　　　―
集団 600
施設　   800
集団 800
　　  500
集団    1,500
施設    3,000
集団    1,200
施設    1,300

       無料

     1,000

集団   1,300
施設   1,900
集団   1,400
施設   1,100

集団   2,200

施設   2,000

1,000

―
800
300
400
600
300

1,100
2,000
700
800

無料

1,000

800
1,200
1,000
700

1,500

1,200

今年度の
錦町フォロー健診のご案内

７月に集団健診を行いました！
まだ受診されていない方を対象
にフォロー健診を実施します。
ぜひこの機会に受診され、ご自
身の健康管理に努めましょう♪

問合せ　錦町保健センター　☎3 8 -2 0 4 8

こんにちは
保健師です

町の施設検
診問診票を

持って
指定医療機
関で受診し
て下さい。
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奇数月の第２水曜日14：00から開始。
予約は２組までとなります。
相談：１組　約１時間　（秘密厳守。安心してご相談ください）
場所：ゆうゆう館、錦町総合福祉センタ－

まずは、錦町地域包括支援センタ－へ
　　　　　　　　　予約の相談をしてください。

〈専門の認知症治療を直接受けたい方は、こちらへご相談ください〉
吉田病院　認知症疾患医療センタ－
電話：0966-22-4051

もの忘れ相談のご案内

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

近頃もの忘れが気になる方や、家族が「認知症かもしれない」と思われる言動がある時に、『もの忘
れ相談』へ相談してみませんか？

認知症は早期発見と早期治療が大切な病気です。
もの忘れ相談では、認知症疾患医療センターより専門のお医者さんが直接話を聞き、
受診や治療の必要性や、生活上の助言などの相談を行います。

開催日や予約の方法

◆このような症状があったら相談してみてはいかがですか？
　・何度も同じことを言ったり、聞いたりする
　・大切な物を失くしたり、置き場所を忘れる
　・火の消し忘れ、ガスの消し忘れがある
　・簡単な計算の間違いが多くなった
　・好きだったことに対して興味や関心が無くなったなど

認知症専門医やスタッフが、丁寧に相談にのり一人一人の
症状にあった治療が受けられます。
※受診には予約が必要です。早めの予約をおすすめします。

無料相談（予約が必要です）
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■人の動き

T
・
晴
美

冷
蔵
庫
小
さ
な
箱
の
よ
う
に
浮
く

い
つ
も
通
い
し
橋
写
す
画
面

水
害
の
被
災
者
宅
と
の
温
度
差
を

感
じ
つ
つ
子
と
公
園
に
行
く

雨
上
が
り
公
園
の
窪
み
に
広
が
り
し

池
に
歓
喜
し
膝
ま
で
浸
か
る

大
雨
の
後
の
公
園
ア
ヒ
ル
や
ら

カ
モ
や
ら
な
ぜ
か
列
な
し
て
行
く

三
日
経
ち
薄
ま
る
ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
の

色
と
な
り
た
り
我
ら
が
川
は

何
日
も
行
方
の
分
か
ら
ぬ
人
を
待
つ

夢
か
現
か
分
か
ら
ぬ
夜
よ

坂
本
　
敦
子

怖
い
怖
い
　
コ
ロ
ナ
雨
水
　
日
本
中

暴
れ
川
　
こ
れ
人
吉
か
　
街
を
の
む

氾
濫
で
　
青
井
神
社
　
み
て
る
だ
け

氾
濫
で
　
陸
の
孤
島
　
愛
の
T
E
L

氾
濫
で
　
お
も
ち
ゃ
み
た
い
　
自
動
車

氾
濫
で
　
津
波
の
よ
う
な
　
球
磨
盆
地

蔦
か
ず
ら
　
石
灯
篭
に
　
か
ら
み
つ
き

雨
あ
と
の
　
庭
石
の
上
に
　
南
天
の
花

坂
本
　
敦
子

い
き
の
ま
ち 

誰
ん
か
れ
で
ん 

T
E
L
す
る

い
き
の
ま
ち
　
酔
っ
払
い
の
　
立
小
便

東
　
　
律
樹
　
　（
明
弘
・
望
美
）

　
　
　  

　
西
指
杉

宮
原
　
真
子
　
　（
瞬
一
・
亜
佑
美
）

　
　
　  

　
木
上
由
留
木

志
水
　
郁
仁
　
　（
祐
太
・
香
央
里
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

川
邉
　
珀
統
　
　（
俊
二
・
恵
莉
香
）

　
　
　  

　
一
武
西
原

宮
﨑
　
す
み
れ
　（
大
貴
・
真
希
）

　
　
　  

　
木
上
迫

岩
永
　
莉
夢
　
　（
智
之
・
麻
菜
）

　
　
　  

　
一
武
中
忠
ケ
原

東
　
　
実
蕾
　
　（
泰
弘
・
美
奈
子
）

　
　
　  

　
木
上
迫

内
布
　
海
　
　
　（
錦
町
）

宮
本
　
瑠
菜
　
　（
あ
さ
ぎ
り
町
）

星
子
　
武
信
　
　（
錦
町
）

新
井
　
結
衣
　
　（
大
阪
市
）

吉
村
　
か
ず
子（
95
歳
）　
西
中
福
良

簑
田
　
清
　
　（
73
歳
）　
木
上
平
良

牟
田
　
五
郎
　（
87
歳
）　
西
内
門

米
田
　
ア
キ
エ（
97
歳
）　
西
下
須

谷
　
サ
ト
コ
　（
85
歳
）　
一
武
上
忠
ケ
原

佐
藤
　
一
臣
　（
73
歳
）　
木
上
上
十
日
市

☆
次
回
（
9
月
号
）
の
笠

◆
か
っ
と
し
ゅ
う
（
次
々
に
・
順
繰
り
に
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　8
月
7
日
（
金
）

ま
　
こ

あ
や
と

は
く
と

み
ら
い

り
　
む

り
つ
き

6月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，８78（＋4）　　  ○総人口　１０，468（＋5）　　  ○男　4,973（－1）　　  ○女　５，495（＋6）

う
つ
つ

　
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
執
筆
者
の
竹
田
生

史
店
長
の
お
店
【
花
工
房
た
け
だ
】
で
一

緒
に
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
働
き

始
め
て
8
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
毎
日
お

花
に
触
れ
、
力
仕
事
も
な
か
な
か
あ
り
大

変
な
仕
事
で
す
が
、
周
り
の
人
達
に
も
恵

ま
れ
、
厳
し
く
そ
し
て
た
く
さ
ん
笑
っ
て

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
の
趣
味
な
の
で
す
が
、
父
が

水
泳
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
泳
ぐ
事
が
得
意
で
、
自
然
が
大
好

き
で
す
。

　
人
吉
球
磨
に
は
、
球
磨
川
下
り
・
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
遊
び

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
は
、
昨

年
か
ら
は
じ
め
た
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド

ル
ボ
ー
ド
【
s
u
p
】
が
夏
場
の
休
日
の

楽
し
み
で
す
。
水
上
の
ボ
ー
ド
に
立
っ
て

パ
ド
ル
で
漕
い
で
楽
し
む
も
の
で
、
い
つ

も
球
磨
川
の
球
磨
村
渡
か
ら
下
り
は
じ
め

ま
す
。
職
場
の
お
休
み
の
前
に
は
水
量
・

天
候
・
風
の
強
さ
な
ど
、
い
つ
も
天
気
予

報
と
に
ら
め
っ
こ
で
す
。

　
s
u
p
は
小
さ
い
波
で
も
サ
ー
フ
ィ

ン
が
出
来
た
り
、
瀬
を
立
っ
て
下
っ
た

り
、
時
に
は
ボ
ー
っ
と
流
さ
れ
て
み
た
り

毎
回
違
う
球
磨
川
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
小
さ
い
頃
、
夏
休
み
は
万
江
川
で
肌
が

真
っ
黒
に
な
る
ま
で
毎
日
一
日
中
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
一
度
妹
が
溺
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
を
助
け
よ
う
と
し
た
時
、
一
緒

に
溺
れ
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
川
は
凄
く
楽
し
い
で
す
が
、
危
険
も

い
っ
ぱ
い
で
す
。
s
u
p
で
下
る
際
に

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
必
須
で
す
。

　
私
に
は
子
供
が
２
人
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
子
達
に
も
し
っ
か
り
と
教
え
、
セ
ー

フ
テ
ィ
に
尚
且
つ
自
然
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
上
全
体
の
お
水
の
中
で
安
全
に
飲

め
る
お
水
は
な
ん
と
0
．
0
1
%
し
か
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
0
．

0
1
%
？
と
思
い
ま
す
よ
ね
…
蛇
口
を
捻

る
と
飲
め
る
お
水
が
出
て
く
る
と
い
う
こ

と
は
本
当
に
大
切
な
も
の
で
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
来
る
だ
け
出
さ
な
い
、
資

源
・
生
き
物
を
大
切
に
す
る
、
色
ん
な
こ

と
が
今
の
子
供
達
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る

と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
球
磨
は
山

に
囲
ま
れ
、
そ
し
て
大
き
な
球
磨
川
が
流

れ
、
こ
ん
な
素
敵
な
場
所
で
暮
ら
せ
て
い

る
こ
と
、
子
供
達
に
も
大
切
に
出
来
る
よ

う
色
ん
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
、
一
緒
に
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
達
は
ま
だ
小
学
低
学
年
な
の
で
一

緒
に
s
u
p
で
は
下
だ
れ
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
一
緒
に
下
る
こ
と
が
目
標
で
す
！

皆
さ
ん
も
今
か
ら
水
遊
び
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
気
を
つ
け
て
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
（
令
和
2
年
6
月
24
日
執
筆
）

◆
次
回
は
　
一
武
下
本
別
府
◆

◆
元
田
　
三
明
さ
ん
で
す
◆

　

　　

で
ん
わ

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
6
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
7
月
3
日
、
4
日
の
大
雨
は
、
改
め
て
自

然
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
を
担
当
し
た
の
は
、
企
画
観

光
課
の
古
賀
翔
馬
主
事
と
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
福
岡
幸
博
隊
員
で
す
。
二
人
と
も
今
年

４
月
に
採
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
人
で
、
二

人
は
も
と
よ
り
、
私
も
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
綿
密
で
丁
寧
な
取
材
や
資
料
収
集
、
真

剣
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
無
事
発
行
に
至

り
ま
し
た
。

　
特
集
で
は
、
戦
争
を
体
験
し
た
方
々
の
貴

重
な
お
話
も
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
語
り
継

が
れ
る
こ
と
で
、
平
和
の
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
ま
す
。
そ
の
バ
ト
ン
を
途
中
で
投
げ
出
さ

な
い
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ
て
戦
争
の
な
い

世
界
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
8
月
15
日
は
75
回
目
の
終
戦
記
念
日
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
家
族
で
平
和
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。蓑

田
和
也 ラフティング

曾祖父のお手伝い

ダウンリバー sup

ご
誕
生

思いつくまま
迫田　真奈美さん
（西　下松里）

349

編
集
後
記
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宮
原
　
真
子
　
　（
瞬
一
・
亜
佑
美
）

　
　
　  

　
木
上
由
留
木

志
水
　
郁
仁
　
　（
祐
太
・
香
央
里
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

川
邉
　
珀
統
　
　（
俊
二
・
恵
莉
香
）

　
　
　  

　
一
武
西
原

宮
﨑
　
す
み
れ
　（
大
貴
・
真
希
）

　
　
　  

　
木
上
迫

岩
永
　
莉
夢
　
　（
智
之
・
麻
菜
）

　
　
　  

　
一
武
中
忠
ケ
原

東
　
　
実
蕾
　
　（
泰
弘
・
美
奈
子
）

　
　
　  

　
木
上
迫

内
布
　
海
　
　
　（
錦
町
）

宮
本
　
瑠
菜
　
　（
あ
さ
ぎ
り
町
）

星
子
　
武
信
　
　（
錦
町
）

新
井
　
結
衣
　
　（
大
阪
市
）

吉
村
　
か
ず
子（
95
歳
）　
西
中
福
良

簑
田
　
清
　
　（
73
歳
）　
木
上
平
良

牟
田
　
五
郎
　（
87
歳
）　
西
内
門

米
田
　
ア
キ
エ（
97
歳
）　
西
下
須

谷
　
サ
ト
コ
　（
85
歳
）　
一
武
上
忠
ケ
原

佐
藤
　
一
臣
　（
73
歳
）　
木
上
上
十
日
市

☆
次
回
（
9
月
号
）
の
笠

◆
か
っ
と
し
ゅ
う
（
次
々
に
・
順
繰
り
に
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　8
月
7
日
（
金
）

ま
　
こ

あ
や
と

は
く
と

み
ら
い

り
　
む

り
つ
き

6月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，８78（＋4）　　  ○総人口　１０，468（＋5）　　  ○男　4,973（－1）　　  ○女　５，495（＋6）

う
つ
つ

　
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
執
筆
者
の
竹
田
生

史
店
長
の
お
店
【
花
工
房
た
け
だ
】
で
一

緒
に
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
働
き

始
め
て
8
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
毎
日
お

花
に
触
れ
、
力
仕
事
も
な
か
な
か
あ
り
大

変
な
仕
事
で
す
が
、
周
り
の
人
達
に
も
恵

ま
れ
、
厳
し
く
そ
し
て
た
く
さ
ん
笑
っ
て

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
の
趣
味
な
の
で
す
が
、
父
が

水
泳
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
泳
ぐ
事
が
得
意
で
、
自
然
が
大
好

き
で
す
。

　
人
吉
球
磨
に
は
、
球
磨
川
下
り
・
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
遊
び

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
は
、
昨

年
か
ら
は
じ
め
た
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド

ル
ボ
ー
ド
【
s
u
p
】
が
夏
場
の
休
日
の

楽
し
み
で
す
。
水
上
の
ボ
ー
ド
に
立
っ
て

パ
ド
ル
で
漕
い
で
楽
し
む
も
の
で
、
い
つ

も
球
磨
川
の
球
磨
村
渡
か
ら
下
り
は
じ
め

ま
す
。
職
場
の
お
休
み
の
前
に
は
水
量
・

天
候
・
風
の
強
さ
な
ど
、
い
つ
も
天
気
予

報
と
に
ら
め
っ
こ
で
す
。

　
s
u
p
は
小
さ
い
波
で
も
サ
ー
フ
ィ

ン
が
出
来
た
り
、
瀬
を
立
っ
て
下
っ
た

り
、
時
に
は
ボ
ー
っ
と
流
さ
れ
て
み
た
り

毎
回
違
う
球
磨
川
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
小
さ
い
頃
、
夏
休
み
は
万
江
川
で
肌
が

真
っ
黒
に
な
る
ま
で
毎
日
一
日
中
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
一
度
妹
が
溺
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
を
助
け
よ
う
と
し
た
時
、
一
緒

に
溺
れ
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
川
は
凄
く
楽
し
い
で
す
が
、
危
険
も

い
っ
ぱ
い
で
す
。
s
u
p
で
下
る
際
に

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
必
須
で
す
。

　
私
に
は
子
供
が
２
人
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
子
達
に
も
し
っ
か
り
と
教
え
、
セ
ー

フ
テ
ィ
に
尚
且
つ
自
然
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
上
全
体
の
お
水
の
中
で
安
全
に
飲

め
る
お
水
は
な
ん
と
0
．
0
1
%
し
か
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
0
．

0
1
%
？
と
思
い
ま
す
よ
ね
…
蛇
口
を
捻

る
と
飲
め
る
お
水
が
出
て
く
る
と
い
う
こ

と
は
本
当
に
大
切
な
も
の
で
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
来
る
だ
け
出
さ
な
い
、
資

源
・
生
き
物
を
大
切
に
す
る
、
色
ん
な
こ

と
が
今
の
子
供
達
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る

と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
球
磨
は
山

に
囲
ま
れ
、
そ
し
て
大
き
な
球
磨
川
が
流

れ
、
こ
ん
な
素
敵
な
場
所
で
暮
ら
せ
て
い

る
こ
と
、
子
供
達
に
も
大
切
に
出
来
る
よ

う
色
ん
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
、
一
緒
に
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
達
は
ま
だ
小
学
低
学
年
な
の
で
一

緒
に
s
u
p
で
は
下
だ
れ
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
一
緒
に
下
る
こ
と
が
目
標
で
す
！

皆
さ
ん
も
今
か
ら
水
遊
び
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
気
を
つ
け
て
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
（
令
和
2
年
6
月
24
日
執
筆
）

◆
次
回
は
　
一
武
下
本
別
府
◆

◆
元
田
　
三
明
さ
ん
で
す
◆

　

　　

で
ん
わ

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
6
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
7
月
3
日
、
4
日
の
大
雨
は
、
改
め
て
自

然
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
を
担
当
し
た
の
は
、
企
画
観

光
課
の
古
賀
翔
馬
主
事
と
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
福
岡
幸
博
隊
員
で
す
。
二
人
と
も
今
年

４
月
に
採
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
人
で
、
二

人
は
も
と
よ
り
、
私
も
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
綿
密
で
丁
寧
な
取
材
や
資
料
収
集
、
真

剣
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
無
事
発
行
に
至

り
ま
し
た
。

　
特
集
で
は
、
戦
争
を
体
験
し
た
方
々
の
貴

重
な
お
話
も
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
語
り
継

が
れ
る
こ
と
で
、
平
和
の
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
ま
す
。
そ
の
バ
ト
ン
を
途
中
で
投
げ
出
さ

な
い
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ
て
戦
争
の
な
い

世
界
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
8
月
15
日
は
75
回
目
の
終
戦
記
念
日
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
家
族
で
平
和
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。蓑

田
和
也 ラフティング

曾祖父のお手伝い

ダウンリバー sup

ご
誕
生

思いつくまま
迫田　真奈美さん
（西　下松里）

349

編
集
後
記
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〇〇
赤
緑
の

の
」
旗
り
ぼ
の
「

か
し
で
店
お

。
ん
せ
ま
き
で
用
使

の
ら
ち
ど

の
」
旗
り
ぼ
の
「

も
で
店
お

。
す
ま
き
で
用
使

〇〇 〇〇××
赤緑の「のぼり旗」 緑の「のぼり旗」 赤緑の「のぼり旗」 緑の「のぼり旗」

よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。
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お届けします！！お届けします！！
ををを錦町錦町 商品券商品券よかばい

お届けします！！

令和2年8月1日において、町内に住民票がある方全員に

←「のぼり旗」が目印！！

×5枚 ×5枚

８月上旬から順次お届けします。
（郵送の都合により、お手元に届くまで、2週間程度かかる場合があります）

よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。

地域店用
広域店用
地域店兼用

使用期間　令和２年10月31日（土）まで
【商品券の配布に関するお問い合わせ】　
　　錦町企画観光課（☎38-4419）
【商品券の利用に関するお問い合わせ】　
　　錦町商工会（☎38-0009）

Nishiki　Topics　　　
　木上小に 100 万円寄付
　球磨工生３人に感謝状
　農業担い手支援給付金

―

元
気
に
明
る
く
前
を
向
く
　ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に―

Photo Report　令和 2 年 7 月豪雨

特集　終戦 75 年　―平和を願う―
戦争を知る最後の世代から若い世代へ。今、伝えたいこと。


